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巻 頭 言

　中国武漢のロックダウンから始まったコ
ロナ禍は1年余を経過した今なお終息が見
通せない。私たちは速やかなワクチン接種
に一縷の望みを託すばかりである。昨年
夏、世界のトップアスリートたちは東京で
一堂に会することを夢みながら果たせなか
った。その無念は察するに余りある。
　無念はアスリートだけではない。早稲田
の杜に集う学生諸君、教職員すべてが、
こんなはずではなかった、何もかもが想
定外だと思っているはずだ。だが、現実
は往々にして私たちの予想を裏切る形で
進んでゆく。コロナ禍による死者の数は

すでに1万を数え、阪神淡路大震災（1995
年）を超え、東日本大震災（2011年）に迫
る勢いであり、もはや自然災害と変わると
ころがない（2021年5月初旬現在）。
　とはいえ、想定外の環境変化が社会に
新たな進化を促すのも確かだ。厳密を期
すならば、生物における進化とは環境に
適した生物だけが残る自然淘汰の結果で、
そこに生物の意志が介在する余地はない。
だが、社会的生物としての人間は自らの意
志で環境変化に対応する能力を身につけ
ることができる。未曾有の危機だからこそ、
コロナ禍を奇貨として自らに変革をもたら
す好機として活かし、今こそ想定外の変
化に対処する能力を身につけるべきだ。
　新たな生存環境としてのポスト・コロナ
社会に、そして、人生100年といわれる
時代に求められる能力とは何か。答えは
決して一つではないが、明日役立つ浅知
恵ではすぐ陳腐化することを忘れないでほ
しい。「想定外」の事態にいつかまた慌てる
だけだ。誰しも「試験に出る」とか「すぐに
使える」というお手軽な言葉に心ならずも
振り回されてきた経験があろう。だが、一
流の野球選手は明日の試合のためにバッ
トを振るだろうか。優秀な選手ほど長い競
技生活のために体幹から鍛えている。「想
定外」に対応するには根幹となる能力を高
めねばならない。
　根幹となる能力とは何か。それは特定
の学問分野に係わらない。当世風にいえ
ば、クリティカル・シンキング（批判的思考）
である。状況に流されず、最適の解を導
きだす力は「想定外」の難局を乗り切るた
めに不可欠な能力であるが、古くから批

判的思考の重要性は認識されていた。「学
びて思わざれば則ち罔

くら

し、思いて学ばざ
れば則ち殆

あやう

し」（『論語』為政篇）と述べるよ
うに、先人の意見を鵜呑みにして批判的
検証を怠る姿勢を戒める一方で、他者の
批判的検証を受け入れず、自説に固執す
る態度も否定している。批判的思考の力
を身につけるためにお薦めしたいのは、自
分で選んだ古典的名著について徹底的に
読み込み、批判的検証を実地に行うこと
である。可能なら信頼できる友人と討論
できればなお良し。時間と忍耐を要する
作業だが、コロナ禍の時代だからこそ、
時間は十分あるはずだ。本号紹介の専門
ゼミでの研鑚も批判的思考力を養うのに
有益だ。積極的応募を期待する。
　「君子、豹変す」という成語をご存じだろ
うか。『易経』にみえる言葉だ。中国五経
の一つで、吉凶を占う書物として知られる
が、占いを解説する卦辞には儒教的世界
観が反映され、含蓄のある言葉が多い。
こんにち「豹変」というと穏やかな人が突
然態度を悪化させると解されているが、本
義に照らせば誤解であり、「豹変」とは秋に
換毛した豹の毛並みが美しく輝くことを指
し、君子が時世の変化に適応して、自分
の思想言動を変革させることを喩えたもの
である。この言葉には続きがあって、君子
と引き比べて「小人は面を革

あらた

む」という。小
人とは徳の無い者を指し、君子に恭順の
意を表すために上っ面だけ合わせるものだ
という。
　青春の時は短い。人生の秋を迎える時、
君子たる諸君が美しく豹変することを願っ
てやまない。

君子たちよ、豹変せよ ──批判的思考の勧め

商学部入試担当教務主任

小川 利康

1 商学部報　No.178



■ ■ ■ ■ ■ 学 部 N e w s

News 1

学部・修士5年一貫修了生
8名が修了

2021年 3月に学部・修士 5年一貫修了制度

で 8名が商学研究科を修了し、これまでの 4

年間で本制度の修了者は49名となりました。

今期の修了者は富士通株式会社、株式会

社日経リサーチ、埼玉県庁、 商学研究科博士

後期課程進学など多岐にわたる道に進んでい

ます。本制度について、修了者から「5年一貫

と学費の安さ、継続して同じ教授から教わる

ことができる点が良かった」「大変有意義な大

学院生活だった」などといった声が寄せられ

ました。

2021年 4月には新たに 9名の 5年一貫修了

生が入学。来年の修了に向けて修士論文、就

職活動等に意欲的に取り組んでいます。本制

度の詳細は 29ページをご覧ください。

News 3

ペアレンツデー
2021年 5月22日（土）に、商学部 2年生の父

母を対象としたペアレンツデーを開催し、オ

ンラインによる生配信を行いました。視聴希

望のお申し込みをいただいた約 212名の保証

人の皆様にご視聴していただきました。第1

部では、横山将義商学部長からのご挨拶に

続き、各教務主任や副主任より商学部で掲げ

ているポリシーやコロナ禍における学生の様

子、ペアレンツデーでこれまで多かった質問

に対する回答などの後、キャリアセンターよ

り商学部生の就職状況を説明してもらいまし

た。第 2部では「学部修士 5年一貫修了制度

説明会と各研究科の紹介」および「公認会計

士制度説明と公認会計士合格体験談」を配信

致しました。並行して、希望者を対象にビデ

オ会議システムZoomを使用したオンライン

による個別相談も実施いたしました。

宮島英昭先生が
「令和3年度科学技術分野の
文部科学大臣表彰」を受賞

宮島英昭先生が、科学技術分野で顕著な

功績があったとして「令和 3年度科学技術分

野の文部科学大臣表彰」における「科学技術

賞」を受賞しました。科学技術賞は、我が国

の社会・経済、国民生活の発展向上等にお

ける科学技術上の成果に対する功績が顕著

な者を対象とし、開発・研究・科学技術振興・

技術・理解増進の 5部門から成るものです。

宮島先生の業績「日本の企業統治システムの

進化と機能に関する実証研究」が我が国の科

学技術の発展等に寄与する可能性の高い独

創的な研究であるとして、科学技術賞の研究

部門に選ばれ表彰されました。

News 2

新規箇所間協定校のご紹介
商学部では、欧米・アジアのビジネス分野で世界トップクラスの

大学と箇所間協定を締結しています。2019年度、2020年度には、

NEOMAビジネススクール（フランス）、EDHECビジネススクール（フラ

ンス）、ハンケン経済大学（フィンランド）、北京対外経済大学（中国）

と新たに箇所間協定を締結しました。箇所間協定プログラムは、商

学部生のみが応募できる交換留学プログラムです。派遣先大学の学

生と一緒に現地のビジネスについて学ぶことができます。留学期間は

半期または1年間で、例年 40名前後の学生が本プログラムで留学して

います。各協定校の詳細は、商学部HPからもご確認いただけます。

ご不明な点は、お気軽に商学部事務所までお問合せください。

News 4

学
部
・
修
士
5
年
一
貫
修
了
制
度
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ッ
ト
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商
学
部
事
務
所
に
て
配
布
中
。

EDHECビジネススクール

ハンケン経済大学北京対外経済大学

横山将義商学部長 山内暁学生担当教務主任
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Global Management Programとは
●   Global Management Program（GMP）は、国際的な視点を持ち、国際社会に貢献する「学

識ある実業家・ビジネス・リーダー」を育成することを目的とするプログラムです。
　2020年度以降入学者が適用対象となります。

● 本プログラムを修了するためには、①英語運用能力、②GMPコア科目、③GMP対象ゼミ（専
門教育科目演習）の履修と卒業論文執筆の3つの修了要件を満たすことが必要です。

● GMPの詳細は、商学部のHPで確認してください。

● ● ● ● ● ●  Global Management Program  紹介※2020年度以降入学者対象

◆ GMP対象ゼミ
トラック ゼミ 担当教員

経営 Contemporary Strategic Management マレン　ジョエル

会計 Accounting, Economics and Society スズキ　トモ

マーケティング・国際ビジネス Consumer Behavior Research フランク　ビョーン

マーケティング・国際ビジネス International Corporate Strategy エドマン　ジェスパー

金融・保険 The World's Corporations in a Globalized Society 広田　真一

金融・保険 Study of Insurance from a Global Perspective 中出　哲

経済 Empirical Study of Policy Evaluation 富　蓉

産業 Economic and Business History: Global Perspectives 矢後　和彦

◆ GMP修了までのステップ

1
英語能力を高める（1・2年生／卒業時まで）
1年次の「英語Ⅰ：English for Academic Purposes」および2年次の「英語Ⅱ：Academic Writing」において、習熟度別の「上級プ
ラス」クラスまたは「上級」クラスの単位を修得してください。
※その他の習熟度クラスの単位を修得した場合は、GMP修了認定時に指定された英語検定試験のスコアを提出することにより修了要件を満たすことが可能です。

2 ゼミ選考（2年生）
ゼミ選考で、GMP指定ゼミに応募してください。GMP指定ゼミの履修がGMP修了要件です。

3
GMPコア科目の履修（2年生以上）
専門教育科目（外国語専門科目分野）のうち、GMPコア科目に指定された科目より5科目以上を履修し、計10単位以上を修
得してください。

4 ゼミ（3・4年生）
3・4年次の2年間継続して履修します。

5 ゼミ論文の執筆（4年生）
論文は英語で執筆します。英語での論文執筆のための科目「Academic Writing for Graduation Thesis」が開講されています。
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興味のあるゼミの説明会に参加し、ゼミの内容や講義の進め方、研究テーマ等の情報を収集する。
秋説明会は、9月上旬に行われます。

収集した情報を踏まえ、MyWasedaから応募ゼミの情報を入力する。
Webでの「応募ゼミ申請」と併せて、応募書類を提出する。
1次選考の応募書類提出期間は、9月中旬です。

応募ゼミの選考日、選考場所等を確認し、選考試験を受ける（レポート課題のみの場合もあり）。
1次選考は、9月下旬に行われる予定です。

説明会への参加

応募

選考試験

専門教育科目演習 専門教育科目演習ⅠA 3年生（2年生）

3年生（3年生）

4年生（3年生）

4年生（4年生）

4年生（4年生）

2単位

2単位

2単位

2単位

4単位

履修学年 単位数

専門教育科目演習ⅠB

専門教育科目演習ⅡA

専門教育科目演習ⅡB

専門教育科目演習論文

＊（　）は、9月入学者の履修学年です。

◆ 選考までのステップ

STEP1

STEP2

STEP3

専門ゼミとは
●   専門教育科目演習（ゼミ）では、担当教員の指導のもと、設定したテーマについて調査・資

料収集をして、レポートやプレゼンテーション資料を作成し、それをもとに他の学生と討
論する形式をとります。通常の授業とは異なり、少人数制で2年間継続することが前提です。

●  ゼミの活動を通じて、将来の実務で必要となる課題設定および課題解決能力、プレゼン
テーション能力、コミュニケーション能力、文章作成能力を養います。また、合宿や懇親
会など、担当教員や他の学生と交流する機会も得られます。

●  なお、商学部には 6トラック（経営トラック、会計トラック、マーケティング・国際ビジネ
ストラック、金融・保険トラック、経済トラック、産業トラック）、約 60のゼミがあります。

●  ゼミは、以下の通り、半期の科目と専門教育科目演習論文（ゼミ論文）から構成されます。

※上記について変更の可能性がありますので、商学部 HP 等にて確認してください。
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● ● ● ● ● ●  専 門 ゼ ミ 紹 介

●経営トラック 　　

現代企業研究 坂野　友昭 06

組織と戦略 藤田　　誠 06

ITと経営戦略〈2021年度休講〉 根来　龍之 –

ビジネスモデルと競争戦略 井上　達彦 06

組織変革の研究 大月　博司 06

競争戦略 内田　和成 07 

会社法研究 中村　信男 07

企業法研究 　和田　宗久 07

企業と環境・社会 　谷本　寛治 07

経営戦略研究 　山野井順一 08

組織行動研究 　村瀬　俊朗 08

Contemporary Strategic Management マレン ジョエル 08

ブレークスルーの科学 　三橋　　平 08

ヒューマン・リソース・マネジメント研究 梁取　美夫 09

民法研究 新井　　剛 09

●会計トラック 　

現代管理会計論 長谷川惠一 09

会計情報論 河　　榮徳 09

企業管理会計研究 清水　　孝 10

現代の財務会計 川村　義則 10

財務報告と分析 奥村　雅史 10

企業価値評価研究 大鹿　智基 10

環境経営と戦略マネジメントシステム 伊藤　嘉博 11

財務報告の研究 山内　　暁 11

財務会計研究 八重倉　孝 11

Accounting, Economics and Society スズキ トモ 11

会計・監査実務研究 関根　愛子 12

●マーケティング・国際ビジネストラック 　　

現代マーケティング研究 恩藏　直人 12

マーケティング基礎理論研究 武井　　寿 12

現代広告研究 嶋村　和恵 12

マーケティング・サイエンス研究 守口　　剛 13

Consumer Behavior Research フランク ビョーン 13

貿易商務研究 田口　尚志 13

グローバル経営 谷口　真美 13

国際貿易と経済学 市田　敏啓 14

国際貿易研究 横田　一彦 14

International Corporate Strategy エドマン ジェスパー 14

●金融・保険トラック

金融構造の国際比較 伊藤さゆり –

リスクマネジメント研究 李　　洪茂 14

The World's Corporations in a Globalized Society 広田　真一 15

コーポレート・ファイナンス 谷川　寧彦 15

Study of Insurance from a Global Perspective 中出　　哲 15

フィナンシャル・エコノミクス 尾﨑　祐介 15

●経済トラック 　

マクロ経済理論〈2021年度休講〉 片岡　孝夫 16

開発経済学研究 高瀬　浩一 16

数理計量分析研究 毛利　裕昭 16

コンピュータによる統計分析とその応用 坂野　慎哉 16

企業の経済学 久保　克行 17

計量経済学とその応用〈2021年度休講〉 片山　　東 –

産業組織論研究 加納　和子 17

Empirical Study of Policy Evaluation 富　　　蓉 17

●産業トラック

日本企業システムの経済分析 宮島　英昭 17

国際経済学研究 横山　将義 18

日本経済史研究 花井　俊介 18

国際経済関係研究 池尾　愛子 18

Economic and Business History: Global Perspectives 矢後　和彦 18

雇用労働研究 小倉　一哉 19

イノベーション研究 清水　　洋 19

● ● ● ● ● ●
特 集

 専門ゼミ目次
掲載は科目配当順

2022 年度開講ゼミの募集の有無に
ついては、商学部ホームページま
たは掲示板を確認してください。

GMP 対象ゼミ。2022 年度より名称変更予定。
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先生

■ 研究テーマ
大月ゼミでは「組織変革の研究」
をテーマに企業統合や事業再編な
ど実際の事例を用いた学習と同時
に、リーダーシップやガバナンス
なども包括的に学習します。これ
らの学習を通じて、組織が変革を
成し遂げるプロセスやメソッドに
ついて理論的知識の習得と実践適
応力の向上を目指しています。 

■ 活動内容
大月ゼミの特徴は「3・4 年生合同
活動」「自主的な学習実践」の 2 つ
に大別することができます。前者は、
学年や立場を越えて自由闊達に意見
交換を行い、考えを深められる環境
があります。これにより多角的な視
点で物事を捉えられるようになりま
す。後者は、他大学とのインゼミ等
の様々な活動を学生主体で実施しま
す。この経験から、物事に対し自主

的に取り組む姿勢を養うことができ
ます。以上の特徴から、ゼミ生は高
いモチベ―ションで主体的に学習に
取り組んでいます。

■ 新ゼミ生へ 
大月先生が 2022 年 3 月をもって
退職されるため、本年度の新ゼミ
生の募集は行いません。
ゼミ HP：https://otsuki-seminar.
mystrikingly.com/
ゼミ Twitter：＠ ohtsuki_semi

大月 博司組織変革の研究

人数：3 年生 12 人、4 年生 13 人　執筆者：伊藤 景嗣

先生

■ 研究テーマ
Apple はいかにして音楽の流通革命
を引き起こしたのか。革命の背後に
は、同社の競争優位を支える目に見
えない仕組みが存在します。井上ゼ
ミではそのような仕組みを研究し、
明らかにしていきます。大企業は勿
論、スタートアップ、スポーツ、エ
ンタメなど幅広い対象を研究しま
す。デザイン思考やワークショップ
にも積極的に取り組んでいます。

■ 活動内容
井上ゼミでは「ビジネスモデル研究・
教育の拠点をつくる」ことを目標に、
実業界でも認められるような研究成果
を目指し活動しています。また各々が

「考動する知識人」となるため国内外
の基礎理論を学び、自ら問いを立てて
フィールドワークによって解を導きま
す。さらに、実践の経営学を探求すべ
く第一線で活躍する方々と積極的に交
流します。インゼミや実務家への発表、

ビジネスコンテストへの参加等、外部
への発信にも積極的なゼミです。

■ 新ゼミ生へ
「自ら問いを立て、解を探求する」

という活動には、今までの勉強とは
正反対の楽しさがあります。一緒に
実践の学びを体験しませんか？

ゼミ HP：
http://www.waseda.jp/sem-inoue/

井上 達彦ビジネスモデルと競争戦略

人数：3 年生 12 人、4 年生 8 人　執筆者：古谷 龍汰

先生

■ 研究テーマ
経営学に関するテーマを幅広く
扱います。経営戦略、組織構造
をはじめ、コーポレート・ガバ
ナンス、リーダーシップ、モチ
ベーションなどに関するテーマ
も取り上げます。ゼミ論文作成
に際しては、各人（各グループ）
の興味を尊重します。 

■ 活動内容
春学期は、教材を指定して輪読
形式で実施します。秋学期は、
グループでのゼミ論文作成と慶
應義塾大学商学部岡本ゼミとの
インゼミでの発表・討論がメイ
ンの活動になります。また、論
文作成のため、統計に関する学
習、統計ソフトの使い方なども
学習します。

■ 新ゼミ生へ 
ゼミは、各人の主体的な行動が
期待されるという点をよく認識
してください。
ゼミ Twitter:
https://twitter.com/fujita_zemi

藤田 誠 組織と戦略

人数：3 年生 16 人、4 年生 17 人　執筆者：畑中 亮哉

先生

■ 研究テーマ
坂野ゼミでは、現代企業が直面するさ
まざまな問題を多面的な角度から検討
し、それに対する分析能力や解決能力
を身につけることを目的としています。

■ 活動内容
先生が企業とテーマを定め、グルー
プごとに、マーケティング、ファイ
ナンスなど様々な視点から分析し、
プレゼンを行います。プレゼン後は
ゼミ全体で質疑応答、先生を交えた

ディスカッションを行い、先生によ
るフィードバックがあります。また
坂野ゼミでは、学生主体のサブゼミ
があり、就職時に役立つ実践的な能
力を身につけることを目的としてい
ます。サブゼミのテーマ自体は自由
で、ゼミ生の自主性を促す形式に
なっているので、皆高いモチベー
ションをもって取り組んでいます。

■ 新ゼミ生へ
本ゼミでは、何よりもゼミ生の主

体性を尊重しています。そのため、
自ら進んで様々なことに取り組ん
でいける人がこのゼミに適してい
るかと思います。やる気さえあれ
ば、いくらでも実力を伸ばせる環
境も整っています。「遊ぶ時は遊ぶ、
やるときはやる」といったメリハ
リのある坂野ゼミで一緒に楽しく
学んでいきましょう！

ゼミ HP：http://www.waseda.jp/
sem-tomoaki01/

坂野 友昭現代企業研究

人数：3 年生 22 人、4 年生 23 人　執筆者：金子 俊輔

6商学部報　No.178

https://otsuki-seminar.mystrikingly.com/
https://twitter.com/ohtsuki_semi


● 

経
営
ト
ラ
ッ
ク

● 

会
計
ト
ラ
ッ
ク

● 

金
融
・
保
険
ト
ラ
ッ
ク

● 
経
済
ト
ラ
ッ
ク

● 

産
業
ト
ラ
ッ
ク

　 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・

● 

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ッ
ク

● ● ● ● ● ●  専 門 ゼ ミ 紹 介

先生

先生

■ 研究テーマ
中村ゼミでは研究テーマとして「会
社法」を扱います。会社法を中心
にして、組織の運営形態や資金調
達方法、新規事業展開といった経
営戦略上の重要な意思決定過程を
考察することにより、ビジネスの
現場に対する理解を深めることを
活動目標としています。

■ 活動内容
会社法研究Ⅰでは、会社法に関す
る 実 際 の 経 営 問 題 を 題 材 に し た
ケーススタディを中心に、複数人
のグループ毎に対象事例の研究・
報告を行います。会社法の基礎知
識の習得と並行しつつ、実社会に
おける会社法の役割に関して実践
的に理解します。会社法研究Ⅱに
ついては、個人もしくはグループ

単位での卒業論文の作成が主な活
動内容です。

■ 新ゼミ生へ  
中村ゼミには体育会系から文化系
まで男女ともに個性豊かなゼミ生
が所属しており、進路に関しても
メーカーや金融、インフラ、IT 等
の民間企業から公務員、公認会計
士、法科大学院等まで様々です。
多種多様なゼミ生と関わり合いな

がら、ゼミにおける活動に真摯に
取り組む意欲に満ちた方々を中村
ゼミ一同お待ちしています。

■ 研究テーマ
「競争戦略」という、経営学の

中でも企業の戦略を主とする
領域を学んでいます。実際の業
界・企業の様々な事例を分析し、
自分たちなりの考察をすること
で企業戦略の理解を深めていま
す。また、あらゆるビジネスに
生きる「思考力」の向上をゼミ

の目的としており、日々自身で
思考することで頭に汗をかいて
います。

■ 活動内容
普段は「教科書発表」と題し、
テーマ毎にグループワークに取
り組みゼミ内で発表し議論する
ことで、実ビジネスに生きる知
恵を身に着けています。更に、

「ビジネスコンテスト」や「企
業研究」を通じ、実践的な「思
考」を磨く機会も多くあります。
活動の中で、「仮説思考」「情報
を足で稼ぐ」ことを大切にして
おり、現場目線で自身の頭で考
えることにより日々自己成長に
勤しんでいます。また、「縦・横・
斜めの繋がり」を大切にする文

化 が あ り、MBA 生 や OBOG と
の豊富な関わりにより新たな価
値観に触れることで、ゼミ活動
に留まらず将来の糧にしていま
す。
■ 新ゼミ生へ  
2022 年度は募集を行いません。

中村 信男

内田 和成

会社法研究

競争戦略

人数：3 年生 16 人、4 年生 8 人　執筆者：高山 直也

人数：4 年生 22 人　執筆者：眞田 莉子

先生

■ 研究テーマ
私たち谷本ゼミでは、企業経営とそれ
らを取り巻く環境や社会との関わり方
について主に研究しています。SDGs な
どがキーワードとなる持続可能な社会
が求められる現在、企業はどのように
して財務的にも非財務的にも優れた経
営を達成していくのかを、社会制度や
企業経営など幅広い視点から学習して

います。

■ 活動内容
3 年生の前期には、課題の文献を読み
込んで要約し、3 〜 4 人のグループに
分かれて毎週レジュメを作成してディ
スカッションを繰り返します。夏には
3・4 年生で台湾へ合宿に行きます。昨
年はゼミ内で班分けして特定のテーマ
についてディベートを行い、OB の皆さ
んにプレゼンを行いました。3 年生の
後期には、同期全員で早稲田祭での研
究発表やインゼミ、企業との共同プロ

ジェクトなどに取り組みます。4 年生
は今までの集大成として、個人で卒業
論文の執筆に取り組みます。また学会
の運営スタッフとして研究者の世界に
触れたり、OB 会では各方面でご活躍し
ている先輩方と交流をしたりと、谷本
ゼミの広いつながりを通じた貴重な経

験ができます。

■ 新ゼミ生へ　
谷本ゼミでは学生が積極的に活動に参
加する姿勢を大切にしています。学問
的な学びはもちろん「調べる」「まとめ
る」「伝える」といった、これからの人
生の基礎となる力を身につけることが
できます。常に成長できる機会がある
環境で、ゼミ活動に本気で打ち込みた
い、仲間とともに達成感を共有したい
と考えている皆さんをお待ちしており
ます！

谷本 寛治企業と環境・社会

人数：3 年生 12 人、4 年生 12 人　執筆者：江花 光太郎

先生

■ 研究テーマ
和田ゼミの研究テーマは「企業法」
です。会社は、企業法という枠組
みの中で成り立ち、活動していま
す。その会社の基盤となる企業法
を学ぶことで、法制度から企業の
経営や、金融市場の現状を理解し、
その在り方や問題点を捉えていき
ます。 

■ 活動内容
5 つの班に分かれ、企業法に関す
るテーマについて調べ、発表して
います。コロナ禍においては情勢
に合わせて、対面やオンライン上
での活動を併用して活動していま
す。様々な文献や判例を用いて研
究を進めることで、法制度や企業
づくりの問題点を発見し、解決策
を考え、より深い理解に繋げてい
きます。

■ 新ゼミ生へ  
「企業法」と聞くと、地味で堅苦し

いイメージを抱くかもしれません
が、企業法こそ全ての企業のスター
トラインであり、その企業を形づ
くるものです。世の中で起きてい
る企業問題には企業法が絡んでい
るのです。私たちと一緒にその原
因や影響を探ってみませんか。ゼ
ミ生一同、皆さんをお待ちしてい
ます！

和田 宗久企業法研究

人数：3 年生 16 人、4 年生 9 人　執筆者：相馬  孝成
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先生

■ 研究テーマ
リーダーシップ、チームワーク、
モチベーション、職務満足など多
岐に渡るトピックを扱う組織行動
を研究するゼミです。ゼミでは、
組織にまつわるトピックを題材に
学生主導で研究を行います。「どん
なリーダーシップがグループの業
績と関係があるか」「モチベーショ
ンはなぜ上がらないか」など、み

なさんも疑問に思ったことがある
と思います。そのような身近にあ
る「人」に関する疑問に対して、
理論を通して仮説を打ち立て、デー
タを集めて検証します。

■ 活動内容
活動は、レクチャー、リサーチプ
ロジェクト、プレゼンテーション
の三本柱で構成されます。並行履
修科目の組織行動論とゼミのレク

チャーを通して基礎知識を身に着
け、自分たちで理論から仮説を打
ち立て、データを集めて分析しま
す。そして、研究結果をプレゼン
で発表してコミュニケーション能
力を鍛えます。2 年の間にいくつも
のグループワークを行い、そして
グループで卒論を仕上げることで、

「自ら考え、行動し、意見を言える」
人材になってもらいたいと考えて

います。

■ 新ゼミ生へ　
村瀬ゼミの目標は早稲田大学でユ
ニークなゼミを作ることです。組
織行動研究を真剣に向き合い、真
面目に学業に取り組み、かつ「work 
hard & play hard」の精神を掲げて
学生生活を送りたい方々の応募を
お待ちしています。

村瀬 俊朗組織行動研究

人数：3 年生 18 人、4 年生 18 人　執筆者：村瀬 俊朗先生

先生

■ 研究テーマ
This zemi is for students interested in 
learning how to develop effective business 
strategies in a world characterized by 
major challenges including climate 
change, rapidly advancing technologies, 
and pandemic diseases among others. The 
complexity of the modern world means 
that managers work under conditions 
of continuous change in the internal 
and external business environments. To 
address these challenges, managers must 

be able to identify and apply relevant 
knowledge from across different business 
areas and even other academic disciplines. 
■ 活動内容
This  zemi introduces students  to 
approaches and methods for doing so. 
Students will learn to identify and address 
important issues that determine the 
success of business strategy. We will study 
contemporary research and learn modern 
analytical approaches including statistical 
techniques and computational simulation 

methods. We pay particular attention to 
the complex context of environmental 
sustainability, although student learning 
is applied across strategic management 
issues. Students will develop their skills 
by identifying contemporary business 
challenges they find important or 
interesting and conducting their own 
research into those issues in order to 
develop their ideas further. 
■ 新ゼミ生へ　
Companies today can no longer be 

successful with a single-minded focus 
on their market environment. Smart 
companies design strategies that 
leverage broader changes taking place 
in the world to innovate and remain 
competitive over the longer term. If 
you are interested in understanding 
how to recognize and respond to these 
complex issues by learning about how 
successful business fits into the broader 
social and natural environments that 
surround us, this zemi is for you.

マレン ジョエルContemporary Strategic Management

人数：3 年生 5 人、4 年生 8 人　執筆者：マレン ジョエル先生

先生

■ 研究テーマ
経営学ゼミで、組織論、組織科学
分野の研究をしています。テーマ
の 1 つは、lock in と breakthrough
です。企業やその内部で働く人材
は、惰性の罠に陥り、成長の停滞
を経験することがあります。この
発生メカニズムと変革への道筋を
見つけることが研究の目的の１つ
です。とはいえ、経営学の魅力は
総合人間学です。イノベーション、

組織進化、企業の年齢、正当性、
組織や製品のネーミング、キャリ
アなど様々な関心を持った学生が
自らテーマを選び、正確な論証と
実証に基づく卒業研究ができるよ
うに指導しています。 

■ 活動内容
実証論文のレビューや学生自身の
プロジェクトの progress セミナー
を行っています。また、並行履修
科目のラインアップを充実させる

ことで、ゼミでの研究活動との相
乗効果を高めています。

■ 新ゼミ生へ  
今後必須ツールとなる英語、デー
タ・サイエンス、プログラミング
を習得し、そのうえで、T 字型の
人間を目指してほしいと思います。

三橋 平ブレークスルーの科学

人数：3 年生 7 人、4 年生 6 人　執筆者：三橋 平先生

先生

■ 研究テーマ
山野井ゼミでは、経営戦略に関す
る現象について定量的に分析を行
います。観察された現象から因果
関係を見出し、仮説を導出、そし
てデータを用いて統計的に検証し
ます。ゼミを通して、これらに必
要な諸理論、仮説思考、論理的な
説明能力の習得を目指します。

■ 活動内容
3 年前期には、「世界標準の経営理論」

と英語の論文を用いて経営学につい
て幅広く学びます。その後、メイン
活動となるグループ・プロジェクト
に入ります。ここでは、グループご
とにテーマ設定、先行研究調査、デー
タ収集・分析を行っていきます。こ
こでの最大の目標は、プロジェクト
の成果としての論文を学内外の懸賞
論文コンテストに出し、一等を取る

ことです。

■ 新ゼミ生へ　
山野井ゼミでは、経営学の知識を
深め、思考力を養うことができま
す。ゼミ活動に真剣に取り組みた
い、将来役立つスキルを身につけ
たいという学生にはぴったりのゼ
ミです。 皆さんと共に学べること
をゼミ生一同心待ちにしています。

山野井 順一経営戦略研究

人数：3 年生 16 人、4 年生 12 人　執筆者：平山 大翔
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先生

■ 研究テーマ
このゼミではヒューマン・リソース・
マ ネ ジ メ ン ト（Human Resource 
Management, HRM）について学び
ます。組織がその目的達成のため
どのように人材を活用しているの
かについて学び、議論します。こ
のゼミは HRM の専門家を養成する
ことを主たる目的とするものでは
なく、経営学がカバーする分野を

HRM の観点から理解しようとする
ものです。

■ 活動内容
2020 年度に新設されたゼミで、ア
カデミックな研究と実務の適度な
バランスを取ります。アカデミッ
クな研究に関しては実務家に発表
できるクオリティの研究を行える
ようになることを目指します。一
方で実務家としてアカデミックの

研究を正しく理解し、実務に役立
てられるよう論文の読み方につい
て指導し、実務へのインプリケー
ションについて議論します。

■ 新ゼミ生へ　
2 点あります。1 点目は世の中では
HRM について（皆なんらかの経験
があるため）自分の経験に基づい
た一見それっぽい、しかし妥当性
を欠く意見を言う人が沢山います。

そのような意見に反論できるだけ
の知識を身につけて欲しいと思い
ます。2 点目はおよそ全てのことに
言えることですが、HRM の研究に
ついてもまだわからないことが沢
山あります。僕もわからないこと
だらけです。将来どのような道に
進もうとも人生ずっと勉強する気
持ちを持って欲しいと思います。

梁取 美夫ヒューマン・リソース・マネジメント研究

人数：3 年生 14 人、4 年生 10 人　執筆者：梁取 美夫先生

先生

■ 研究テーマ
新井ゼミでは、民法を研究します。民法
は、一般市民のための法律のことです。
一般市民が社会生活を送る際に、ある
いは企業が取引行為をする際に、法律
問題が生じた場合には、民法によって、
その問題が解決されることが多いです。
したがって民法は、皆さんにとって最
も身近な法律ですし、最も重要な法律の
一つといえるでしょう。そして民法に
関する知識は、皆さんが市民生活を送

る上で、一生涯にわたり有益であると
ともに、企業人として活躍するにあたっ
ても、皆さんに大きな武器を与えてく
れるものと思います。

■ 活動内容
民法は 1050 条を誇る大法典です。民法
に関しては近時、その改正が相次いでい
ます。そこで民法の構造を理解し、改
正内容を学ぶのが活動内容の一つ目で
す。二つ目は、最高裁判所の出した「判
例」を詳しく分析・検討することです。

判例の影響力は大きく、実務は判例に
基づいて動いています。そこで、判例
の内容や意義を皆で検討します。そし
て三つ目として、時には法律問題をテー
マとするシネマを鑑賞しながら、日本
の法律の問題点を考察することもした
いと思います。少人数ならではの、密
度の濃い教育が展開される（予定です）。

■ 新ゼミ生へ  
新井ゼミは 2020 年に生まれたばかりの、
新しいゼミです。早稲田大学商学部に

入って良かった、新井ゼミに入って良
かったと思ってもらえるような、楽し
く、充実した活動をしていきたいと考え
ています。この新しいゼミを「自分たち
で築いていきたい」という気持ちのある
学生を、心より歓迎したいと思います。

新井 剛民法研究

人数：3 年生 17 人、4 年生 12 人　執筆者：新井 剛先生

先生

■ 研究テーマ
河 ゼ ミ で は 企 業 価 値 評 価

（Valuation）について学びます。
企業価値評価とは、財務諸表や
株価といったデータから科学的
根拠に基づいて、具体的な数値
として企業の価値を分析・測定
するという研究分野です。商学
部で学ぶあらゆる分野に生かす

ことができ、また社会に出て役
立つ知識を身につけることがで
きます。

■ 活動内容
通常授業では二人一組のペアを
作り、毎週交代で輪読発表をし
ます。前期は理論を学習し、後
期には自分で選んだ企業の価値
評価を行います。合宿は年に 2

回行う予定で、夏は軽井沢、冬
は鴨川のセミナーハウスで行う
予定です。課題の発表を行った
後にはスポーツや飲み会を行い、
とても充実した内容となります。
■ 新ゼミ生へ  
河ゼミはゼミ生が主体的に行動
するゼミです。自由な雰囲気の
中活動していますが、ゼミ生は

みんなメリハリがあって集中し
てゼミに取り組んでいます。企
業価値評価を専門的に学びます
が、財務諸表の見方や Excel の
使い方など実践的な力も身に付
きます。ゼミを通じて成長した
い方、主体的にゼミ活動をした
い方、ぜひ河ゼミで一緒に学び
ましょう !!

河 榮徳 会計情報論

人数：3 年生 12 人、4 年生 9 人　執筆者：ゼミ生一同

先生

■ 研究テーマ
長谷川ゼミでは、企業の適切な意思決
定や業績管理のために用いられる「管
理会計」を中心に研究をします。管理
会計の知識は、経営戦略やマーケティ
ングなど会計学以外の分野にも必要で
あり、長谷川ゼミでは管理会計の研究
を起点とし幅広い分野の学習ができま
す。

■ 活動内容
2 年次の秋学期には、4 年生の指導を

受けながら管理会計の基礎知識やプレ
ゼンテーションについて学び、研究活
動の土台となる力を養います。3 年次
には、ビジネスゲームと呼ばれる企業
経営の疑似体験を行い、管理会計手法
について実践的に学ぶことができます。
また、学内・学外のゼミと共同で行う
研究発表大会に向け、各チームでテー
マを設定し研究を行います。毎週各チー
ムが進捗報告を行い、先生から丁寧な
指導を受けることができるため、大き

く成長できる機会です。4 年次には卒
業論文の執筆を行います。各自が定め
たテーマに向け、じっくりと研究を進
めていきます。また、昨年度は開催さ
れませんでしたが、通例年 2 回の合宿
を行います。発表や議論を通じレベル
アップを図りながら親睦を深めること
ができます。

■ 新ゼミ生へ  
長谷川ゼミには、グループでの研究活
動や議論の機会が豊富にあります。そ

れぞれが互いを尊重しながら主体性を
持ち活動に取り組むため刺激を受ける
と同時に、豊富な知識や経験から的確
なフィードバックをくださる先生から
多くの学びを得ることができます。長
谷川ゼミで多方面に学びを深めながら、
ぜひ有意義な学生生活を一緒に送りま
しょう。みなさんが納得した形でゼミ
選びができるよう応援しています。

長谷川 惠一現代管理会計論

人数：3 年生 22 人、4 年生 11 人　執筆者：下平 竜大
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先生

■ 研究テーマ
2022 年度から、川村ゼミでは、公
認会計士となることを希望する学
生を募集することにします。授業
内容は、財務会計・簿記に関する
基礎的な知識とそれを応用する能
力の習得とを目指す内容とします。
財務会計に関する様々なトピック
スについて、会計基準をベースと
して、基礎的な概念やルールを学

ぶとともに、ケースワーク（問題
の作成）などを通じた能動的な学
習をしていきます。

■ 活動内容
3 年生は、財務会計に関する基礎
知識をしっかりと身につけること
から始めます。財務会計の領域ご
とに、まずは基礎的な用語やルー
ルの確認を行った後、主要な論点
を網羅する択一問題の作成・解答

や簿記的な知識を確認するための
ケースワークを行っていきます。
企業の実際の有価証券報告書を用
いた読解や分析を行います。また、
後期には他のゼミを交えた研究発
表会（インターゼミ）も企画して
います。4 年生は、卒業論文の制作
が主な活動になります。例年、主
要な会計問題に関する会計基準研
究や財務諸表分析を通じた企業研

究などがテーマとして選ばれてい
ます。

■ 新ゼミ生へ 
2022 年度からは、当ゼミでは、公
認会計士を目指すことを旗印とし
て頑張っていこうと思いますので、
志を高く持って、ともに学び、や
り遂げる意欲のある学生の応募を
期待しています。

川村 義則 現代の財務会計

　人数：3 年生 9 人、4 年生 10 人 　執筆者：ゼミ生一同

先生

■ 研究テーマ
会計情報は、企業情報の中核にあり最
も包括的な情報であり、これを意思決
定に利用する際の有用性を多角的に検
討することが中心的なテーマです。そ
こでは、株価情報やガバナンス情報な
どのその他の情報と会計情報の関連性
を分析することによって、会計情報の
有用性やその情報内容を検討します。
そこでは、科学的に研究することの意
味を理解したうえで会計情報を分析す

ることがポイントです。

■ 活動内容
3 年生のゼミでは、財務会計の機能を
理論的に理解し、コンピュータを利用
したデータ分析の方法を学びます。ま
た、サブゼミでは、3 から 4 チームを
編成して日経 STOCK リーグ（企業レ
ポート・コンテスト）に参加して入賞
を目指します。そこでは 10 年後の社会
をよくするビジネスは何か、という問
題意識のもとで国内外の企業を評価し

ます。4 年生の活動の中心は卒業論文
の作成です。個人あるいはグループで
テーマ設定し、楽しみながら納得でき
る卒業論文の完成を目指します。また、
卒業論文に関する検討の合間で、卒業
前に読むべき幅広い分野の書籍を輪読
し討論します。上記の活動以外に、例年、
コンパ、合宿、公的機関や企業の見学、
OB・OG 会、他大学や他学部のゼミと
のインターゼミなどを行います（本年
度の実施の有無は新型コロナの感染状

況によります）。

■ 新ゼミ生へ  
現実の会計情報に興味がある人、国内
外の企業を分析してみたい人、PC を利
用した情報分析をやってみたい人（PC
初心者でも大丈夫）はぜひ当ゼミに参
加してください。
ゼミ Twitter アカウント：
https://twitter.com/okumura_seminar

奥村 雅史財務報告と分析

人数：3 年生 15 人、4 年生 19 人　執筆者：ゼミ生一同

先生

■ 研究テーマ 
清水ゼミでは「経営戦略の成功に
必要なツールや考え方」について
幅広く研究しています。そのため
会計はもちろんのこと、経営やマー
ケティング、事業戦略など、戦略
を成功させるために必要なシステ
ムを具体的な企業の事例を用いな
がら多角的な視点で考察します。

■ 活動内容 
3 年春学期には、3 名程度の班を
作り、課題図書の輪読発表と個人
で行う雑誌記事の発表を行います。
発表を通してプレゼン能力を高め
ながら、その後の議論で専門的な
知識や理論、実際のビジネスへの
適用方法などを学びます。4 年次に
は、管理会計の洋書を用いて、英
語での発表および議論を行います。

国際的に活躍するビジネス・パー
ソンになるためには、こうした学
習が不可欠です。英語で参加する
外部の催しにも積極的に参加して
います。春学期には、英国勅許管
理会計士協会が実施するグローバ
ル・ビジネス・チャレンジに参加
しました。秋学期は卒業論文の準
備をするほか、他大学とのインゼ
ミへの準備も行います。授業外で

は、Covid-19 パ ン デ ミ ッ ク の た
め、例年行っているクリパや合宿
等は実施できなくなっていますが、
Zoom 飲み会などを開催して懇親
を深めています。

■ 新ゼミ生へ  
清水ゼミは 2020 年度から募集を停
止しております。

清水 孝企業管理会計研究

人数：4 年生 16 人　執筆者：ゼミ生＋清水孝先生

先生

■ 研究テーマ
本ゼミで扱う企業価値評価とは、あら
ゆる観点から企業の価値を測り評価す
る分野です。そのためには会計情報だ
けではなく、業界の動向、企業の経営
方法などまで検討する必要があります。
つまり、企業価値評価には経営、金融、
経済など商学の総合的な知識が求めら
れます。またこの分野の考え方は就職
先、仕事上の投資先や取引先などを決
める際にも活用でき、長期的な目で見
て非常に有用といえます。 
■ 活動内容
企業価値評価について学ぶということ

以外、内容もスケジュールも全て、目
標に応じてゼミ生自身が決めます。そ
のため選択肢は様々です。
今年度の例を一部紹介すると、輪読で
会計についての理解を深めた上で、目
標である「伝える力を伸ばす」ため、
プレゼンやディスカッションを頻繁に
行います。更にアウトプットの場とし
て日経ストックリーグという外部のコ
ンテストにも参加します。
■ 新ゼミ生へ  
私たちのゼミの特徴は、自主性の重視
です。自分たちで決められるというこ
とはつまり、非常に自由度が高いので

す。またオンとオフの切り替えを大切
にしており、勉強以外の活動も充実さ
せています。月一でレクリエーション
を企画して遊んだり、先生に高級なお
店に連れて行ってもらえてマナーまで
学べたりなどなど…。参加しているゼ
ミ生は、部活やパフォサーに所属して
いる人から無所属の人まで様々で、誰
でも馴染みやすい環境です。これまで
会計に苦手意識を持ってきた方でも、
企業価値評価に興味があれば大歓迎で
す！
ぜひ一度説明会にお越しください。

大鹿 智基企業価値評価研究

人数：3 年生 11 人、4 年生 7 人　執筆者：ゼミ生一同
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● ● ● ● ● ●  専 門 ゼ ミ 紹 介

■ 研究テーマ
経営戦略を日常的に遂行される業
務活動に関連づけ、その実現を支
援するのが戦略マネジメントシス
テムです。このシステムは企業活
動のさまざまな局面で活用されて
いますが、伊藤ゼミナールでは、
企 業 活 動 の 環 境 的 側 面 に 関 す る
テーマを多く扱います。例を挙げ
ると「排出権取引ビジネスの課題

と展望」「中小企業と NPO の協働
形式 CSR」などです。また、観光
戦略や国際企業戦略も扱うことが
できるので戦略を「使う」総合的
な力をつけることができます。

■ 活動内容
活動内容毎時間のゼミでは、いく
つかのチームに分かれて、選択し
た テ ー マ に つ い て プ レ ゼ ン テ ー
ションを行い、これを受けて、全

員 が 参 加 し て 活 発 な デ ィ ス カ ッ
ションが行われます。その成果は、
ゼミ早慶戦と銘打った慶應大学と
の討論会を皮切りに、一橋大学、
関西・中部圏の同志社大学や南山
大学、さらには学内でのインター
ゼミを通じて発揮されます。なお、
ゼミの他の活動としては、コンパ
や合宿はもちろんのこと、企業訪
問や工場見学（コロナ禍でいずれ

も昨年は中止）、実務家の招聘等も
積極的に行い、生きた情報の収集
と分析に努めています。

■ 新ゼミ生へ
環境問題や戦略マネジメントシス
テムに関心がある学生だけでなく、
一生の仲間と出会える場を作りた
いと考えている人にはぴったりの
ゼミです！　ぜひ一緒に勉強しま
しょう！

環境経営と戦略マネジメントシステム

人数：3 年生 14 人、4 年生 14 人　執筆者：神代 雪音

伊藤 嘉博 先生

先生

■ 研究テーマ
会計を中心としつつ、他分野 ( マーケ
ティング・経営戦略・ファイナンスなど )
と融合させて学びます。社会に出てから
会計を学び直す人は多いでしょう。「会
計がわからなければ真の経営者になれな

い」( 稲盛和夫 ) という言葉が表すように、
会計リテラシーはビジネスに必要不可欠
です。なぜなら、会計がビジネス活動を
表すストラクチャーであり、ビジネスの
共通言語であるためです。ビジネスの共
通言語である会計は、社会に出てからの
強い武器となるでしょう。なかには「会
計は味気ない」と感じる人もいるかもし
れません。そう感じるのは、会計を単独
でみているためかもしれません。しかし
実は、会計は他分野と切っても切り離せ

ないものです。それらを一体として学べ
ば、会計が面白くなります。私達は、知
識の丸暗記などではなく、生きた会計と
戦略思考を学びます。 

■ 活動内容
● 3 年前期 : 輪読 ( 会計と経営戦略等を
扱う教科書を使用 )、5 分間プレゼン
● 3 年後期 : インゼミ ( 知識を実践 )、
企業訪問
● 4 年 : 卒論執筆

■ 新ゼミ生へ  
●どのような方におすすめ？

・ 会計と他分野を融合させて学びたい方
・資格勉強などと両立したい方
・ ゼミを楽しみ、生涯の思い出を作り

たい方
Twitter: @yamauchi_zemi
YouTube: https://m.youtube.com/
channel/UCdVH3flmJCQ9GPYT6ad2i3g
HP: http://yamauchizemi.wix. com/
yamauchizemi

山内 暁財務報告の研究

人数：3 年生 20 人、4 年生 16 人　執筆者：大久保開人

先生

■ 研究テーマ
国際分野を中心とした財務会計の
理論について体系的に学び、 会計
情報の作成者や利用者の視点から
分析を行います。また、会計情報
が市場に与える影響などを経済学
や統計学の視点を織り交ぜ、実証
的分析を試みます。 

■ 活動内容
3 年前期は財務会計の応用書を扱
い、個々のトピックについてプレ

ゼンや議論を行います。並行して
論文作成やプレゼンの技術を学び
ます。後期にはより発展した議論
を応用書を用いて行い、グループ
での論文作成を行います。4 年で
は主に個人の卒論作成に取り組み
ます。また、例年は夏合宿や、企業・
日銀等の見学を行います

■ 新ゼミ生へ  
本ゼミは創設６年目のゼミです。 
ゼミ生が主体となり、先生と協力

して運営しているのが特徴です。
新しいゼミならではの自由で柔軟
な活動ができます。ゼミで得られ
たさまざまな知識と経験は卒業後
も必ず大きな力になると思います。
財務会計学に興味がある人や、学
問を学ぶ上で論理的に考えるのが
好きな人、その力をつけたいと考
えている人は、ぜひ私たちのゼミ
で一緒に学びましょう。

八重倉 孝 財務会計研究

人数：3 年生 6 人、4 年生 5 人　執筆者：ゼミ 5 期生一同

先生

■ 研究テーマ
「Account+ing（説明＋行動）」を制度設計

学上の「ナッジ」として応用し「新しい現
実の構築」（新しいビジネス、経済、開発学、
環境、政治、文化、社会、サステナビリティ
等）を研究・実践しています。例えば損益
計算書上のほんの追加的な一行だけでイ
ンドの経済・経営活動を一変させた「One 
Additional Line」についてグーグルしてみ
てください。日本や 25 年後の中国・イン
ドのような成熟経済・社会における制度設

計も遂行中。教授の『幸福と会計』や『関
経連レポート』は菅総理大臣に対する国会
基本質疑にも使用されています。 

■ 活動内容
GMP ゼミの一つ。ゼミ員がそれぞれの
将来目標「やりたいこと」を見つける
ことが最優先です。学術的、実務的な
テーマのいずれも可能。政府のプロジェ
クトや企業から委嘱されたテーマに参
加可能。ゼミ運営方針や合宿や懇親会
などはゼミ生と教員の合議で決めます。

■ 新ゼミ生へ  
オックスフォードで最高賞を得ていた教
授によるモチベーションが高くフレンド
リーなゼミです。研究者や官庁職員や国
際組織職員やソシアル・アントレや留学
を希望している学生も歓迎。積極的な学
生は 1、2 年生のうちからゼミに参加し
ています。ツイッター等は多用しません
が、個々の事情や希望を重視しますので
積極的にスズキ教授にお問い合わせくだ
さい（researchmap.jp/tomo.suzuki）。

スズキ トモAccounting, Economics and Society

人数：3 年生 12 人、4 年生 4 人　執筆者：佐々木 杏佳
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先生

■ 研究テーマ
商品やサービスの販売の在り方、望ま
しいマーケティングの姿、流通の発展
や現況などのなかから、出来るだけ身
近なテーマを選択して、ゼミ全員でそ
れらについて学習を重ねて、オペレー
ションの原理、社会的活動の基本、理
論と実務のつながりなどについて勉強
していきます。マーケティングについ
ての知識を蓄積することはもちろんで
すが、社会の動向やビジネス全般につ

いて総合的に理解することを目的とし
ています。

■ 活動内容
例年は 3 人 1 組のグループごとに課題
を研究し、発表を行い、その後に全員
で議論をしてきたのですが、昨年度の
3 年生は、新型コロナの社会的影響の
ため、書籍を通じて知識を拡大するこ
とを狙いとして、研究を継続しました。
中野香織さんの著書である『「イノベー
ター」で読むアパレル全史』をテキス

トとして、オンラインで教員が解説し
た内容を学習しました。日本ではアパ
レルという言葉が広く使われるように
なったのはそれほど以前からではない
と思いますが、とくにヨーロッパでの
アパレルの研究と実用化は古く、社会
状況を反映するのみか、哲学、記号、
意味といった、深遠な理論と結びつい
ていることに驚かされます。4 年生は、
論文の書き方等について総合的に学習
しました。今年度は、それぞれの学年

において、何らかの業界や、ビジネス
の思考や手法について書籍を徐々に読
んでいく予定です。

■ 新ゼミ生へ  
少しずつ、社会での物の見方や考
え方を学べればよいと考えます。

武井 寿マーケティング基礎理論研究

人数：3 年生 10 人、4 年生 15 人 　執筆者：武井 寿先生

先生

■ 研究テーマ
広告活動を中心に、ブランディング、
デジタル、アドテクノロジーといった
様々な面から企業のマーケティングに
関する最新事例を研究し、「広告思考」
を鍛えます。また、企業と消費者の最
適なコミュニケーション手法を探求し
ます。

■ 活動内容
活動は「本ゼミ」と「サブゼミ」に分
かれています。「本ゼミ」は、５〜６人

1 組のグループに分かれ、毎週各班が
教科書の章ごとにプレゼンテーション
を行います。その後、班ごとで議論を
し、先生からのフィードバックを通し
て、知識を深めると共に、多角的にも
のごとを見つめる力を養います。一方

「サブゼミ」では、企業等から課題をい
ただき、実際にマーケティング施策を
考案します。最終的には先生や企業の
方に向けてプレゼンテーションを行い、
提案に対する企業視点のフィードバッ

クが得られます。「本ゼミ」や日頃の授
業で得た知見を実践的に活用できる機
会があることも嶋村ゼミの魅力の一つ
です。

■ 新ゼミ生へ  
嶋村ゼミの良いところは、思考力や提
案力が磨かれる魅力的な活動内容と「人
の良さ」だと思います。普段は穏やか
で優しいゼミ生たちですが、議論では
異なった視点から次々と意見が出され、
自分だけでは気づかなかったことに目

を開かれます。そんな仲間と共に過ご
す環境は楽しく、魅力的な刺激でいっ
ぱいです。ゼミはこれから約二年間過
ごしていく大切な時間です。たくさん
のゼミをチェックしてみることをオス
スメします。嶋村ゼミも SNS を活用し
てゼミの様子を発信しているので是非
ご覧ください！ 
Twitter: https://twitter.com/shimazemi2
Instagram: instagram.com/shimazemi25

嶋村 和恵現代広告研究

人数：3 年生 20 人、4 年生 21 人　執筆者：高橋 菜々子

先生

■ 研究テーマ
恩藏ゼミではブランド戦略、製品
市場戦略、市場参入戦略といった
マーケティング戦略を中心に学ん
でいます。学生主体で研究テーマ
を自由に設定し発表する場を設け
ており、マーケティングの本質を
踏まえた上で、研究したいテーマ
を主体的に学ぶことができます。

■ 活動内容
本ゼミ・サブゼミ・ワークショッ

プの 3 つを軸に活動しています。
本ゼミでは、学生主体で研究テー
マを設定し、発表を行います。先
生と学生からのフィードバックな
どを通じて、マーケティングの知
識を深めると共に、多角的に物事
を見つめる力を養います。毎年ビ
ジネスコンテストへの参加・企業
とのワークショップを設けており、
学んだことを実践で活用できる機
会があることも恩藏ゼミの魅力の

一つです。

■ 新ゼミ生へ  
恩藏ゼミは学生主体で活動するの
で、自主性や協調性が養われます。
体育会の学生や、留学経験のある
学生など、ゼミ以外の活動にカを
注ぐ学生も在籍しています。31 年
もの歴史があり OB・OG の方々と
の繋がりも強いです。熱意ある学
生を待っています。
Twitter：onzo_seminar31

恩藏 直人現代マーケティング研究

人数：3 年生 27 人、4 年生 20 人　執筆者：松本 累

先生

■ 研究テーマ
実務に直結した学問である会計や監査
を将来活かしていくために、授業で学
んだ基本的な内容や考え方を踏まえ、
どのように実務で使われているのかを
知り、どのように使われるべきかを考

え、議論していきます。 

■ 活動内容
会計や監査は国際的に標準化している
ものの、実際のビジネスは―律ではあ
りません。そのため、会計処理や監査
の業務には常に判断がつきものであり、
それをコミュニケーションしていくこ
とが重要です。 そこで、本ゼミにおい
ては、実際のビジネスや実務を踏まえ
た生きた議論を行い、どのように対応
してしくべきか考えていきます。具体

的なイメージを持つための企業等への
訪問、議論を進めるための合宿なども
検討中です。

■ 新ゼミ生へ  
 「会計」「監査」と聞くと『機械的に当
てはめるだけ、地味、つまらなそう、
難しそう etc..』といったイメージがあ
るかもしれません。でも、実際には、
従うべき基準を作るにも様々な背景が
あり、基準に従って処理するのにも企
業のビジネスをどうみていくかで議論

が分かれるものであり、実務はとても
奥深いものです。担当教員のこれまで
の実務経験を通じて得た様々な会計や
監査の実務を学び、メンバーで議論で
きるこのゼミは、基礎を学んだものの、
なぜそうなっているか、実務はどのよ
うに動いているか気になる方向けです。
2021 年度に新設されたばかりのゼミで
すので、1 期生の 3 年生とともに新た
に作っていきませんか。

関根 愛子会計・監査実務研究

人数：3 年生 13 人　執筆者：ゼミ生一同・教員
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先生

■ 研究テーマ
マーケティング・サイエンスとは、マー
ケティングにおける諸問題に対し科学
的手法を適応し、マーケティングの意
思決定の質を向上させるための方法論
を研究する学問分野です。情報・通信
技術が発展した現代だからこそ、マー
ケティングを科学的に行うことは非常
に意義のあることです。

■ 活動内容
本ゼミ・サブゼミに加え、春ごろには

他大学のゼミと合同で行われる「イン
ターカレッジゼミ」、秋ごろには守口ゼ
ミの最大の活動である「関東学生マー
ケティング大会」への参加などがあり
ます。これらの活動を通して、マーケ
ティングに関する知識だけではなく、
プレゼンや、ロジカルシンキング、ま
た統計を扱うからこそ統計的データ解
析などの力も身につきます。これらの
資質は、社会に出ても様々な場面で通
用するはずです。

■ 新ゼミ生へ  
私が思う守口ゼミの良さは、ゼミ生の

「熱心な姿勢」であると思います。特に
「関東学生マーケティング大会」での優

勝に向けて、ゼミ生は日々切磋琢磨し
ながら全力でゼミ活動に取り組んでい
ます。ゼミ生それぞれが「何かを達成
したい、やり遂げたい」という強い思
いを持っています。このような熱心な
仲間と共に、一つのことに向かって全
力で取り組む経験は他ではなかなか味

わうことができません。守口ゼミで過
ごす二年間はきっと皆さんにとっても
有意義なものになるはずです。説明会
や下記の SNS などで守口ゼミの雰囲気
を是非体感してみてください。私たち
は、大切な仲間とともに何かに思いっ
きり熱中したい人を待っています！
HP：https://moriguchihp.wixsite.com/
moriguchi-seminar
Instagram：moriguchi17th
Twitter：@moriguchi17th

守口 剛マーケティング・サイエンス研究

人数：3 年生 20 人、4 年生 20 人　執筆者：金島 圭哉

先生

■ 研究テーマ
本ゼミは「貿易」を、とにかく具体的に、客観
的に、ありのままに 観察し、そこから物事を考
えてみようというゼミです。必然的に、オペレー
ション・レベルの現場を大切にしてゆく姿勢を
とりますが（「板子一枚下は地獄」を感得する
当事者意識を養いたい）、より上層レベルの事
象も重視しながら（国際関係に絡んだ高次元の
諸問題にも関心を持ってもらいたい）、「貿易」
を考えてゆきます。要は、「貿易」を様々な角
度から研究し大学 4 年間の集大成である卒業論

文に活かす。これが田口ゼミの研究テーマです。

■ 活動内容
ひたすら地味な内容です。安価でどこでも読め
る文庫や新書を中心に、できる限り多くの、幅
広い内容の本－傾向としては歴史を重視したも
のが多い－を読み、考え、議論し、また考える。
そして、それを卒業論文に活かし、仕上げてゆく。
これらのごくごく普通のごくごくありふれた一
連のプロセスです。大きな ジャンプをするには
大きく屈まなければなりません。「将来のために
一度大きく屈んでみるか」と心を決めた学生に、

とくに、いつでも容易に他者と繋がる今だから
こそ、孤独になって物事を見つめ書庫に潜りこ
んで考えてみたいという学生に（ほんの少しで
もそこに価値を見い出せる学生に）、来てもらい
たいと思っています。ゼミは 3・4 年合同で行
います。今年も例年通り多くの本を読む予定を
組んでいます。参考までにゼミ 3 年生が本年度
中に読むのは、『ザ・フェデラリスト』、『アメリ
カ外交 50 年』、『民間防衛』等を含め合計 30 冊

（他に英語論文も数本）ほどに上ります。少しき
ついかもしれませんが本学の学生はそれをこな

す能力を十二分に持っているので、積極的にト
ライをしてもらいたいと思っています。

■ 新ゼミ生へ  
3・4 年合同の合宿や貿易港・税関見学な
どを計画しています。ときにはゼミ OB も
参加します。本当の面白みというのは真剣
さがあってこそ生まれます。 尖った真剣
味を求めている学生は、是非、田口ゼミの
門を叩いてみてください。皆さんよりほん
の少し成熟した在ゼミ生が、あたたかく－
ときに厳しく－迎えてくれるでしょう。

田口 尚志貿易商務研究

人数：3 年生 11 人、4 年生 10 人 　執筆者：田口 尚志先生

先生

■ 研究テーマ
グローバル経営、ダイバシティ・マネ
ジメント

■ 活動内容
本ゼミでは、企業の世界規模の経営活動
を、組織とリーダーシップという観点か
ら学びます。とくに、多国籍企業にとっ
て多様性の対処は不可欠であることから
ダイバシティ・マネジメント ( 多様性を
活かし組織のパフォーマンスを向上させ
る手法 ) の観点でも考察を行います。

①普段のゼミ活動では、各ゼミ生が課
題文献をレビューし、論点を提起した
上で、仮説を設定し検証するプロセス
を経て、その内容を発表します。発表
は 3・4 年合同の場で議論し、教授から
フィードバックを頂くことで、論理的
思考力と全体俯瞰力を身につけます。
②教授の研究ネットワークで海外大学
( カナダ・ノルウェー等 ) の学生と交流
し、英語でのディスカッションや模擬
交渉 ( ネゴシエーション ) を行うこと

で、異文化を実体験でき、英語力・表
現力の向上にもつながります。
③グローバル企業の幹部の方々との
ディスカッションを行います。ゼミ生
は予め該当企業・業界について資料収
集し、分析・検討したうえで、企業の方々
との意見交換を通じて考えを深めます。
④秋にはゼミ合宿を行います。ゼミ生
が主体的にその年のテーマ ( 例 :2020
年は国際戦略提携、2019 年は海外駐在
員の人的資源管理、2018 年は企業間合

併 ) を定め、訪問企業を選定・調整し
たうえで現地を訪ねてヒアリングし取
りまとめて報告書を作成します。

■ 新ゼミ生へ  
語学力や知識はもちろん重要ですが、
一番大切なのは「何かを学び取ろうと
する意志」です。谷口ゼミでは様々な
バックグラウンドの人々と交流しなが
ら学ぶ機会がたくさんあります。谷口
ゼミの新たな一員となってくれる方を
お待ちしております !

谷口 真美グローバル経営

人数：3 年生 7 人　4 年生 9 人　執筆者：佐々木  優

先生

■ 研究テーマ
本ゼミでは統計学を用いて消費者
の行動を研究していて、CSR や PR
など研究テーマは多岐にわたりま
す。 

■ 活動内容
ゼミ活動は基本的に週一回となっ
ています。３年次に行うことは①
論文調査、②個人研究、③グルー
プ研究、以上３つです。①既存の

論文一つに対して自分なりの解釈
をまとめ、論文の有用性や欠点に
ついて議論します。①によって、
消費者の反応を論理的に理解する
ことが出来ます。②与えられたデー
タをもとに仮説を構築し、検証を
行います。②によって、研究の流
れを把握します。③グループで興
味を持つテーマ（SNS、音楽など）
について仮説を検証していきます。

実 際 に 研 究 を 行 う こ と で マ ー ケ
ティング手法について詳しく学ぶ
ことが出来ます。前記３つを通し
て消費者行動を研究するのが本ゼ
ミです。

■ 新ゼミ生へ  
本ゼミの良さは自由度にあります。
研究テーマは自由に設定可能、活
動日数が少ないため課外活動との
両立が出来ます。主体的に勉強出

来る人や様々な事に興味がある人
におススメです。フランクゼミの
新たなメンバーを楽しみにしてい
ます！

フランク ビョーンConsumer Behavior Research

人数：3 年生 15 人、4 年生 14 人　執筆者：中村 駿
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先生

■ 研究テーマ
本ゼミでは国際貿易に関するトピック
を中心に据えながら、「経済的な考え
方」を身に着け、世の中のあらゆる出
来事に対して「自分の頭で考えること」
ができるようになることを目的として
います。英語のテキストを用いて経済
学とプレゼンテーションの仕方を学び、
日本語の文献を大量に読んで議論しま
す。市田ゼミに入ると、英語力、ロジ
カルシンキング、プレゼン力、経済学

の基礎と応用が身に付きます。

■ 活動内容
通常のゼミ活動、サブゼミに加えて、国
内の勉強合宿が年 2 回、海外大学交流・
研修合宿（昨年度はバンコク）が年 1 回、
スキー合宿、インゼミ活動（昨年度は慶
應、上智、中央、学習院など）を行います。
先生は飲み会にも頻繁に顔を出してくだ
さり、他愛のない話から社会で役に立つマ
ナーなど様々なことを教えてくださいま
す。また、先輩後輩の繋がりの深さも市

田ゼミの大きな魅力の一つです。OBOG の
方は合宿や OBOG 会に来てくださり、お
話を伺う機会が多くあります。普段のゼ
ミ活動に来てくださりお話をしてくださ
ることもあります。卒業後の進路は三井
物産、住友商事、伊藤忠商事などの総合
商社、三菱 UFJ 銀行、みずほ銀行、野村
証券、損保ジャパン日本興亜などの金融
業界、日立製作所、いすゞ自動車、コマツ、
ブリヂストンなどの大手メーカー、デロ
イト、アクセンチュアなどのコンサルティ

ングや NHK などのマスコミ、大学院を経
て大学教員やシンクタンク研究者、国家
公務員総合職など、多岐にわたります。

■ 新ゼミ生へ  
ゼミ活動の良さは、仲間と一緒に難し
い課題に取り組むことです。活動に必
要なのは、「やる気」や「積極性」であ
り、今勉強が得意であるかは全く関係
ありません。市田ゼミで一所懸命に頑
張りたいという思いを持った方、市田
ゼミでお待ちしています。

市田 敏啓国際貿易と経済学

人数：3 年生 11 人、4 年生 18 人　執筆者：西内 万里

先生

■ 研究テーマ
リスクマネジメント論

■ 活動内容
私たちのゼミでは週に一回 3 人
程度のチームに分かれてプレゼ
ンテーションを行っています。
これから AI や IOT の技術はさ
らに進み、世の中は今以上の速
度で目まぐるしく循環していく

ことが予想されます。そのよう
な時代に企業はどんなリスクを
考え、どのようなリスク管理を
していくことが望ましいのか、
その手段について学びを進めて
います。

■ 新ゼミ生へ  
こんにちは。私たち李ゼミでは、
運動部やチアリーディング、ア

ルバイトにいそしむ人など本当
に多様な人が所属しています。
そんな多様な人たちと顔を突き
合わせて学習していくことはと
ても面白いかと思います。また、
ゼミ生の仲もよく授業のほかに
も様々なイベントを開催してい
ます。仲のいい楽しいゼミ活動
をしたい方、他の活動とゼミを

両立したい方はぜひ本ゼミで頑
張っていただきたいです。

李 洪茂リスクマネジメント研究

人数：3 年生 23 人、4 年生 23 人　執筆者：上重 美桜

先生

■ 研究テーマ
This zemi studies the international 
corporate strategy of globalizing 
firms. We focus on numerous topics, 
including foreign market selection and 
entry strategies, product adaptation 
to f it  local  needs,  localization vs 
standardization, and the organization 
of global strategies. In addition, we 
also focus on current challenges of 
global firms, including nationalism, 
sustainability and ethical business 

models.  The zemi is built  around 
group work, presentations, and active 
problem-solving, as well as online 
simulations and live interactions with 
real companies. Lectures will be kep to 
a minimum.

■ 活動内容
The f irst  year of  the zemi wil l  be 
devoted to  learning f rameworks 
related to foreign market entry and 
international  corporate strategy, 
primarily through hands-on exercises 

and case studies. In the winter semester 
students will be playing an interactive 
simulation where they are asked to 
manage a global corporation with 
multiple subsidiaries.  The second 
year of the zemi will be devoted to 
discussing current  chal lenges to 
multinational enterprises and preparing 
for the undergraduate thesis, which 
will be written in the final semester. 
Students will be introduced the basic 
ski l ls  of  research,  including data 

collection and various analysis tools. 
In addition, as this is a GMP seminar, 
we will also be devoting several zemis 
to the GAMP forum, which is a larger 
gathering of all GMP seminars. 

■ 新ゼミ生へ  
The goal of this zemi is to help you gain 
the skills and confidence to work in a 
global business environment. If you are 
thinking of wording in an international 
context and care about global business 
and society, this is a good choice for you!

エドマン ジェスパーInternational Corporate Strategy

人数：3 年生 12 人、4 年生 12 人　執筆者：エドマン ジェスパー先生

先生

■ 研究テーマ
国際貿易、開発経済、国際ビジネス

■ 活動内容
主な活動はグループ研究・インゼミ・海外
研修です。インゼミでは他大学の学生と互
いの研究成果を発表し合います。毎年行わ
れている海外研修では、現地の企業を視察、
大学との交流 ( 研究発表やビジネスコンテ
ストなど )、NGO 訪問などを行います。こ
れまで ASEAN9 か国の他、ロシア、インド、
トルコ等 20 か国近くを訪問しました。横
田ゼミがモットーにしているのは、「比較
優位 ( この意味、ググってみてください！ )」

です。そのため、全ての活動がゼミ生主体
で行われています。研究テーマや海外研修
先も、ゼミ生自身が面白い！と思ったこと
を最優先に話し合いを重ねます。

■ 新ゼミ生へ  
横田ゼミは、新入生の皆さんに現役ゼミ生
のリアルな声をお伝えしたい…！そこでゼ
ミ生全員に横田ゼミを “ 一言 ” で表しても
らいました！

「え、幹事長いないってマ？」
「横田ゼミに入って、『勉強しないといけな

い』から『もっと勉強したい』という感情
に変わりました！」

「『大丈夫』“ それ ” を言ったら、終わり。」
「横田先生オフィシャルファンクラブ！」

いかがでしたでしょうか？  まだまだここに載
せきれない程のたくさんの回答がありました
が、これだけでもさすが横田ゼミならではのユ
ニークな味が現れていますね！最後に…横田ゼ
ミに興味をもってくれたあなたへ！学生時代だ
からこそ、仲間と共に取り組む研究に精を出し
て最高の青春を送りましょう！私たちと一緒に

「世界で一番のゼミ」を目指しませんか？
・ブログ：BLOG | 横田ゼミ (wixsite.com)
・Twitter：@yokota_seminar
・ Gmail アドレス：yokotaseminarwaseda@gmail.com

横田 一彦国際貿易研究

人数：3 年生 17 人（うち一人は留学中）、4 年生 15 人　執筆者：3 年生（10 期生）一同
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先生

■ 研究テーマ
研究テーマは FinTech を念頭においた
機械学習です。FinTech を使う会社は、
お金の支払いや入金状況など銀行口座
の情報だけではく、商品販売・発注状
況などインターネットの普及にともな
い急増したデータも積極的に活用して
金融事業を行っています。人の表情な
ど数値ではないデータもコンピュータ
に入力し、ローンの可否など所定のア
ウトプットに結びつける仕組みを構築

するのが、機械学習です。

■ 活動概要
既定のレール上を走るのではなく自ら
行動していく力を培うため、これま
で、ゼミ活動は輪読する教科書の選択
もゼミ生に任せてきました。しかし、
深層学習などこの研究テーマは平均的
な商学部生には少し遠いと考えて、こ
れを始めた 2019 年度は、教科書は教
員が指定しました。そして、プログラ
ム 言 語 Python お よ び、 環 境 Jupyter 

Notebook をゼミ生各自のノート PC に
インストールし、実際にプログラムを
動かして機械学習を学んできました。
例えば、春学期のゼミ合宿では、ある
日の日経平均の騰落 ( 上昇 / 下落 / 不変 )
を予測するモデルについて、アンサン

ブル学習を行いました。

■ 新ゼミ生へ   
体育会などゼミ以外の活動が忙しいゼ
ミ生もいますので、時間を守り自分の
守備範囲はきちんとこなすなど、チー

ムで活動できることは前提です。その
上で、自らこうなりたい、ゼミでこう
いうことをやりたいというイメージを
持っている人を重視します。その方向
が互いに調整できて、ゼミとしてまと
まった活動ができそうな方々でゼミを
構成できれば、学生生活最後の 2 年間
を有益に送ってもらえると思います。

谷川 寧彦コーポレート・ファイナンス

人数：3 年生 6 人、4 年生 6 人　執筆者：谷川 寧彦先生

先生

■ 研究テーマ
行動経済学の視点から金融を勉
強しているゼミです。心理学と
経済学を組み合わせた学問で行
動経済学のテーマである「なぜ
人間は非合理な行動をするの
か」をメインに、金融分野の研
究を班ごとに進めております。

■ 活動内容
3 年生の最初は行動経済学の本

の輪読と日銀グランプリの準備
を行ってもらいます。夏休みに
インゼミを行い、プレゼンスキ
ルを磨きます。そして、３年生
の秋頃から商学部懸賞論文の執
筆を行います。また、秋学期も
インゼミを計画しており、論文
の仕上げに取り掛かります。

■ 新ゼミ生へ  
尾崎ゼミはメリハリをつけて活

動するゼミです。また、金融を
メインとしたゼミではあります
が、先輩たちは幅広い分野の大
手企業に就職されています。今
年度でゼミ活動は 4 年目を迎
えますが、みんなでゼミを盛り
上げていきましょう !!

尾﨑 祐介フィナンシャル・エコノミクス

人数：3 年生 12 人、4 年生 12 人　執筆者：奥村 悠太

先生

■ 研究テーマ
損害保険の制度・種類や保険会社の戦略

などについて、日本・海外の様々な事例

に触れながら学んでいます。This seminar 

focuses on the study of insurance systems 

and types, the strategy of insurance 

company, and so on.

■ 活動内容
私達は「保険から社会を学び、英語か

ら世界を知る」というテーマを掲げて

日々の活動に取り組んでいます。主な

活動としては損害保険や国際ビジネス

に関するプレゼンやディスカッション

を毎週行っていますが、その他にも「東

京学生保険ゼミナール」という学術発

表の場への出場や海外の大学との交流、

保険会社の現役社員へのプレゼンなど

の活動にも取り組みます。プレゼンや

ディスカッションを通じた知識のアウ

トプットの機会が豊富に設けられてい

ることが 私達のゼミの特徴として挙げ

られます。

■ 新ゼミ生へ  
私達のゼミは学生主体の運営を行って

おり、活動方針や新しい取り組みをそ

れぞれの代の学生達自身で決めること

ができます。体育会に所属する学生も

多いですが、“ 学生一人一人の裁量の

大きさ ” という私達のゼミの有する強

みを活かしながら、各自がしっかりと

両立しています。将来グローバルに活

躍したい方や保険を深く学びたい方、

自らが 主役 となってゼミ活動に取り組

みたい方、優しい中出先生の下で目標

に向けて切磋琢磨していきましょう！

中出 哲Study of Insurance from a Global Perspective

人数：3 年生 16 人、4 年生 15 人　執筆者：白井 一真

先生

■ 研究テーマ
世界中の企業の経営について学び
ます。企業の目的、行動、戦略、ファ
イナンス、ガバナンス、パフォー
マ ン ス（ 収 益 性、 成 長 性、ESG）
等を国ごとに比較し、各国の企業
の共通点と相違点とを考察します。
そして、そうした国ごとの企業の
特徴が、その国の経済、法律、文化、
宗教などから生じているかどうか
も検討します。 

■ 活動内容
ゼミでは、世界の企業、経済、法
律、文化、宗教等の知識を身につけ、
分析力・考察力を高めるとともに、
英語と日本語のどちらでもプレゼ
ンテーション、ディスカッション、
ライティングができるようにしま
す。また、今や広田ゼミの伝統と
なった慶應義塾大学や一橋大学と
のインターゼミ（日本語で実施）、
中国・台湾・韓国・シンガポール

などの海外の大学の学生との共同
学習（英語で実施）も行います。

■ 新ゼミ生へ  
ゼミでの学習に情熱を持って取り
組み、君たちの資質とポテンシャ
ルを著しく伸ばし、10 年後に日本
で、あるいは世界で、グローバル
な社会に貢献する人になることを
願っています。

広田 真一The World's Corporations in a Globalized Society

人数：3 年生 9 人、4 年生 9 人　執筆者：広田 真一先生台湾の大学でのプレゼンテーション
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先生

■ 研究テーマ
当ゼミでは、発展途上国が現在
抱える諸問題を研究テーマとし
て扱っています。具体的には、
発展途上国における経済発展の
施策や都市失業、そして太平洋
島諸国について研究していま
す。

■ 活動内容
3 年時には、開発経済学の教科
書や資料を用い、輪読とプレゼ
ンをして進めていきます。後期
は学期末にタームペーパーと呼
ばれる卒業論文の初稿を作成し
ます。サブゼミでは、実用的な
英語の学習や卒業論文に不可欠
な計量や統計の手法をエクセル

で学習します。4 年時には、各
自卒業論文作成に 1 年間かけて
取り組みます。今年度はコロナ
ウイルスの蔓延によって行えま
せんでたが、ゼミ合宿や OBOG
会も実施します。こうした活動
はゼミ生の自主性に任されてお
り、海外大学への訪問をした年
もあります。

■ 新ゼミ生へ  
私たちのゼミでは、ゼミ生の主
体性に任されており、自由に学
ぶことができます。世界が変動
する今、途上国経済への理解は
欠かせません。高瀬ゼミで有意
義な 2 年間を過ごしましょう。

高瀬 浩一開発経済学研究

人数：3 年生 6 人、4 年生 5 人　執筆者：大崎 龍一

先生

■ 研究テーマ
当ゼミのテーマの中心はマクロ
経済学の理論です。マクロ経済
学は時代の変化の中で大きく変
化しており、さまざまな考え方
を含んでいます。私たちは一つ
の立場にこだわることなく、そ
れらを並列的に学習し、異なっ
た考え方の相違点や背景につい

て研究しています。

■ 活動内容
ゼミは 3 限から 5 限まで 3 コマ
連続で行われ、3 年生は 3、4 限、
4 年生は 4、5 限に参加します。
３限と 5 限にはマクロ経済学に
関する本や論文を輪読し、4 限に
は 3・4 年生共同で、マクロ経済
のシミュレーション分析の実習

を行ったり、自由なテーマによ
るプレゼンテーションを行って
います。その他、合宿や企業見
学を行っています。

■ 新ゼミ生へ  
片岡先生は非常に学生思いで、
一人ひとりにしっかりと目をか
けてくださいます。またゼミの
授業は知的な楽しさに満ち溢れ

ています。ゼミで新たなチャレ
ンジをしたい人、大学でしかで
きないことをやりたいという人
の参加をお待ちしています。

片岡 孝夫マクロ経済理論

人数：今年度は研究専念期間のためゼミは非開講。22 年度は通常通り開講されます。　執筆者：新井 和真

先生

■ 研究テーマ
本ゼミでは、データを統計的に
分析することのできる能力を身
につけます。

■ 活動内容
3 年生は、VBA やマクロなども
含めた Excel を用いる分析手法
を学ぶ他、統計検定２級の合格
を目標としてゼミの時間内に試
験対策を行います。4 年生は、

統計学の一分野である計量経済
学の教科書を用いて、ゼミ論文
の執筆に必要な知識と能力を身
につけます。

■ 新ゼミ生へ  
本ゼミは、Excel を用いた実践
的な分析手法だけではなく、体
系的に統計分析について学ぶこ
とができます。ゼミ生は穏やか
な人が多く、落ち着いた雰囲気

で学習を進めています。データ
を適切に扱うことができる力は
社会に出てからも非常に重要な
ものですし、本大学でも本年度
より「データ科学認定制度」が
開始されるなど、統計分析への
注目度は高まり続けています。
ぜひ本ゼミで統計分析を学びま
しょう！  皆さんのご参加をお
待ちしています！

坂野 慎哉コンピュータによる統計分析とその応用

人数：3 年生 4 人、4 年生 7 人　執筆者：西木戸 佐恵

先生

■ 研究テーマ
毛利ゼミでは、数理解析やアルゴ
リズム、及び旧ソ連地域に関する
研究を行います。数理解析に関し
ては最適化、確率統計、ゲーム理
論、機械学習を学び、さらに経済
現象との関連性も合わせて学習し
ていきます。旧ソ連地域の研究で
は、数理＆統計ツールも用いなが
ら同地域の政治 / 経済 / 社会情勢
を考察していきます。 

■ 活動内容
3 年次は数理解析、旧ソ連に関し
ての基礎的な知識を学習し、4 年
次はその応用的な学習及び卒業論
文を作成します。昨年度のゼミは
オンラインでしたが、旧ソ連地域
の学生とのイベントも実施しまし
た。また、旧ソ連学生向けアンケー
トをゼミ生で協力して実施したり
など、他のゼミ生とも近い距離で
学習をしていけます。平時であれ

ば、旧ソ連地域から留学生との交
流イベント、同地域への合宿を行
います。

■ 新ゼミ生へ  
皆さんも毛利ゼミの充実した学習
環境で「数理能力×グローバル能
力」を身につけ人工知能にとって
代 わ ら れ な い 人 を 目 指 し ま せ ん
か？ 

毛利 裕昭数理計量分析研究

人数：3 年生 3 人、4 年生 6 人　執筆者：富永 陸生
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先生

■ 研究テーマ
本ゼミでは経済学の理論を用いて、現
実に起こる経済活動の様々な問題を研
究しています。今年度は、近年行われ
た企業の起業・M&A を題材に、その利
点や弊害について分析したり、マーケ
ティングに関する研究もしています。
経済トラックに属していますが扱う領
域は多岐にわたり、株価や財務諸表と
いった金融・会計部門の知識も同時に

用います。 

■ 活動内容
先生が提示した起業・M&A に関する論
文や英文記事をグループごとに研究・
分析し、プレゼンテーションします。
発表の際に先生が的確なアドバイスを
してくださるので、発表を通じて、正
しくデータを分析し、それを人に分か
りやすく伝える力が身に付きます。サ
ブゼミではゼミ生が中心となって、統
計学や金融・会計の基礎知識を学んだ
り、プレゼン発表の準備時間として利

用します。また年度によって内容は変
わりますが、例年は国内外での合宿を
行います。海外合宿を行う年は現地の
大学で互いにプレゼンを行い、現地学
生との交流を図ります。 昨年度はコロ
ナ禍で海外研修や国内合宿がなくなっ
たため、関東学生マーケティング大会
に出場し、マーケティングに関する研
究をして論文を作成しました。

■ 新ゼミ生へ  
本ゼミでは企業を様々な観点から分析

する能力が身に付きます。そのため社
会に出てからも知識を活用し、役立て
ることができます。またグループワー
クを中心に活動しているため、同期と
の仲が自然と深まります。さらにゼミ
全体で集まる機会もあるので、先輩や
先生と交友を深めることも出来ます。
来年度一緒にゼミを盛り上げてくれる
新ゼミ生を、心よりお待ちしておりま
す。 

 久保 克行企業の経済学

人数：3 年生 21 人、4 年生 18 人　執筆者：関口 愛彩

　　　　
先生先生

■ 研究テーマ
統計的手法で、企業分析を行いま
す。具体的には、戦後の日本企業
のシステムの変遷や今後の課題を、
経営や経済、金融などの面から分
析します。「企業」「金融機関」「政府」
それぞれの組織行動に着眼点を置
きます。経済学をはじめ、経営学、
統計学、会計学を含めた総合的な
学習ができます。多岐に及ぶ分野

を学習するため、将来、社会に出
て役に立つ知識が身につきます。

■ 活動内容
本ゼミでは、毎回発表班と質問班
に分かれて、与えられた課題につ
いて議論を交わします。基本的に
ゼミ生主体の活動となり、先生に
は内容のまとめ、補足などゼミ生
のフォローをしていただいていま
す。 サ ブ ゼ ミ で は、Excel を 用 い

て統計学を基礎から学び、分析の
手法を身につけます。また、30 年
を超える歴史を持つ宮島ゼミでは
OBOG の方々の人数が多く、交流
が深いです。

■ 新ゼミ生へ   
当ゼミのモットーは「スポーツの
ように勉強する」です。基礎的な
ことを突き詰めて自身の研究を深
めていくことは、とてもやりがい

があります。アットホームかつ緊
張感のある活動の中で、そのやり
がいを感じたい人、企業研究に取
り組みたい人、世の中の流れを広
く知りたい人など、意欲のある皆
さんの参加をお待ちしています。
ゼ ミ の ホ ー ム ペ ー ジ：https://
w a s e d a s o c m i y a j i m a s e m i n a r .
wordpress.com

宮島 英昭日本企業システムの経済分析

人数：3 年生 20 人、4 年生 20 人　執筆者：山田 真子

先生

■ 研究テーマ
我々の生活に緊密している「政策」。そ
の政策が期待通りの結果を生み出すた
めには、エビデンスが必要です。本ゼ
ミは、エビデンスに基づく政策を計量
経済学の視点から検討することを中心
としています。具体的には経済学と統
計学を織り合わせて、複数の提案すな
わち政策を比較したり、それぞれの効
果を測定したりすることにより、物事
を改善／解決する最善策を洗い出しま

す。つまり、私たちのゼミで理論や知
識を学ぶのみならず、応用力を磨くこ
ともできます。 

■ 活動内容
前期には、教科書発表をメイン活動と
なります。発表を通じてプレゼン能 力
を高めながら、専門的な知識を学んで
いきます。その後グループで社会保険
や年金、補助金など具体的な政策につ
いて、学んだ知識を用いてデータ収集
／分析を行ったり、政策の効果を判断

したりします。富ゼミでは、何より学
生の興味と自主性を重視しています。
そのため、研究課題としてどのような
政策を選んでも構いませんし、英語と
日本語のいずれかで発表することも可
能です。

■ 新ゼミ生へ  
経済学といえば、日常生活から遠ざか
る専門性の高い科目というイメージが
あるかもしれません。しかし、経済学
は私たちの生活の隅々まで浸透してお

り 、多くの社会課題を解決することが
できます。私たちのゼミはこのように
社会課題を注目しながら、経済学を活
用しています。もし興味があれば、遠
慮なくぜひ参加してください。

富 蓉Empirical Study of Policy Evaluation

人数：3 年生 5 人　執筆者：黄 沐春

先生

■ 研究テーマ
本ゼミでは、産業組織論の手法を
基礎として、企業や消費者行動に
ついて調査・研究を行います。産
業組織論とは、企業を経済主体と
して扱い、市場・産業における相
互依存関係を分析する応用ミクロ
経済学の一分野です。具体的に企
業や消費者の行動について考察す
る際は、経済学的なモデルを用い
た考え方を重視します。また、実

際にデータを収集し、統計的な考
察を加えることも必要になります。 

■ 活動内容
3 年次には、ミクロ経済学の復習
を兼ねて基礎的な理論や産業組織
論が対象とするトピックの学習を
行います。必要に応じて、データ
分析方法の紹介や統計分析の演習
を行います。昨年度は、関連書籍
の輪読や、因果推論に関するグルー
プワーク等を行いました。4 年次

には、個人研究の発表と卒論制作
を行います。

■ 新ゼミ生へ  
活気溢れるゼミです。一昨年はゼ
ミ生の希望でマーケティングに関
して学ぶなど、学生が主体的に学
びを追求できます。まだまだ新し
いゼミなので、一緒に活気あるゼ
ミを創っていきましょう！

加納 和子産業組織論研究

人数：3 年生 11 人、4 年生 8 人　執筆者：豊田 吏央
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先生先生

■ 研究テーマ
まずはすべての基礎となる経済学を身
につけ、その知識を応用してさまざま
な条件下で用いられる経済政策を分析
します。そして国際貿易論、国際金融
論からなる国際経済学を学ぶことで、
段階的に研究を進めていきます。

■ 活動内容
ゼミは本ゼミとサブゼミに分かれてお
り、計週２コマ行われます。本ゼミでは、
３年生は指定教科書の担当範囲につい

てグループごとにプレゼンテーション
を行い、議論を交わしながら国際経済
学に関する理解を深めます。４年生は
それに加えて、自身が決めたテーマに
ついての卒業論文を執筆することで２
年間のゼミ活動を締めくくります。サ
ブゼミは主に本ゼミの準備に充てられ、
各グループは自分たちの発表に向けて
お互いに議論しながらプレゼンのコン
テンツを作成しています。またゼミ合
宿が毎年９月に開催されており、ゼミ

生同士で親睦を深めています。

■ 新ゼミ生へ  
本ゼミは 20 年以上の歴史を持つ商学部
の中でも伝統的なゼミです。国際経済
学は難しいですがそれだけ深く勉強す
る価値のある学問です。また、プレゼ
ンテーションを通して得られるアウト
プットの経験も社会に出て必ず役に立
ちます。ゼミ生が主体となって活動し
ている上、少人数なのでアットホーム
で自由な雰囲気です。学部長である横

山先生はゼミ生の糧となるよう豊富な
経験に基づくアドバイスでサポートし
て下さいます。共に有意義な 2 年間を
過ごしましょう！

横山 将義国際経済学研究

人数：3 年生 8 人、4 年生 2 人　執筆者：斎藤 ふきの

先生

T h i s  z e m i  c o u r s e  d e a l s 
w i t h  h i s t o r y  o f  e c o n o m y 
a n d  b u s i n e s s  f r o m  g l o b a l 
perspectives. Students learn 
how to handle the archival 
r e c o r d s  o f  i n t e r n a t i o n a l 
institutions and/or global firms, 
how to frame their questions 
and replies on history,  and 

how to apply their historical 
knowledge. 

Y o u  a r e  r e q u i r e d  t o  r e a d 
numbers and records in history, 
but no technical knowledge 
is necessary: we historians are 
the generalists. Only thing I 
ask the students to do in this 

zemi is to “enjoy”: just feel free 
to read history, jump into the 
international forum, and enjoy 
tackling the global issues in 
front of you.  

矢後 和彦Economic and Business History: Global Perspectives

人数：3 年生 26 人、4 年生 15 人　執筆者：矢後 和彦先生

先生

■ 研究テーマ
近現代日本の経済発展に関する
マクロ的な分析や日本における
企業システムの形成過程に関す
るミクロ的な分析などを中心に
研究を行っています。

■ 活動内容
３年春学期に経済史・経済学の
基礎を勉強し、夏合宿を経て、

秋学期にはテーマ研究を通じて
実 際 の 分 析 手 法 を 身 に つ け ま
す。これと並行して各自の研究
テーマを徐々に絞り込みます。
ゼミの最終目標は各自のテーマ
について、ある程度の長さをも
ち、必ず１つ以上のオリジナル
な論点を含む論文にまとめあげ
ることです。４年のゼミは、ゼ

ミ生相互の議論によって修正を
繰り返しながら、この論文を仕
上げることに充てられます。

■ 新ゼミ生へ  
オリジナリティのある論文を作
成するのは、決して楽なことで
はありません。ですから、ゼミ
生にはいい加減な議論でごまか
さ ず、 解 決 策 を 得 る ま で 真 剣

に努力を続けることが必要とさ
れます。厳しさと楽しさを両立
できる学生の参加を待っていま
す。

花井 俊介日本経済史研究

人数：3 年生 9 人、4 年生 4 人　執筆者：花井 俊介先生

先生

■ 研究テーマ
石油や石炭などの化石燃料や太陽
光 や 地 熱 な ど の 再 生 可 能 エ ネ ル
ギーについて、世界各国の政治経
済要因を踏まえ文献や統計データ
を基に分析し、エネルギー産業や
国際経済を研究します。

■ 活動内容
3 年次には「エネルギー白書」を
パートごとに振り分け、個人ワー
クとしてエネルギー産業への基本

的な理解を深めていきます。その
後、グループワークとして各々が
研究したいテーマを選び研究・発
表 を 行 い ま す。 文 献 と 現 状 と の
ギャップを先生からのアドバイス
で埋めつつ、ゼミ生同士で意見交
換を行う事で、エネルギー産業へ
の総合的な理解を得る事が出来ま
す。

■ 新ゼミ生へ  
私たちの豊かな生活を根底から支

えるエネルギーには、有限な資源
の存在があります。エネルギー産
業はビジネス的側面だけでなく各
国の宗教・政治・貿易など様々な
要因が密に関わる圧倒的なスケー
ル感を感じる事ができる分野です。
個人の自主性を活かした活動が出
来る当ゼミで、エネルギー産業や
国際経済の研究をしてみませんか。

池尾 愛子国際経済関係研究

人数：3 年生 13 人、4 年生 6 人　執筆者：大江 慶季
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先生

■ 研究テーマ
イノベーションを企業の競争戦略
や組織構造、産業組織の観点から
歴史的に分析しています。大きく
は、（1）イノベーションにはどの
ようなパターンがあるのか、（2） 
イノベーションのパターンに影響
を与えるのはどのような要因があ
るのか、（3）企業はイノベーショ
ンのパターンをどのように戦略的
に活用できるのかの 3 点を中心に

分析をしています。

■ 活動内容
ケースや論文、書籍などを読むと
ともに、実際に分析や提案を行っ
ていきます。とにかく巨人の肩に
のぼります。OB,OG とのコミュニ
ティも大切にしています。

■ 新ゼミ生へ  
2019 年から開講した新しいゼミ
です。これからどのようなゼミに
なっていくのか楽しみです。やる

ことは多いとは思いますが、それ
だけ得るものも多いはずです。楽
をしたい人はぜひ遠慮してくださ
い。せっかく大学にきたのだから、
ゼミに入って勉強した方がいいよ。
できるだけ濃い議論をと思ってい
るので、人数は 8 〜 10 人程度と
絞っています。
https://sites.google.com/site/
hiroshishimizu529/introduction

清水 洋イノベーション研究

人数：3 年生 10 人、4 年生 10 人　執筆者：清水 洋先生

先生

■ 研究テーマ
小倉ゼミでは、「働くこと」を
研究対象としています。ほとん
どの学生は、社会人になります
が、その多くは企業や組織に「雇
われて働く」のです。それを雇
用労働と言います。その際に、
どういう問題があり、またどう
考えていくのかということを研
究対象としています。

■ 活動内容
半期ごとに、3 〜 4 人のグルー
プを入れ替えて、各グループが
研究テーマを設定し、半年間、
リサーチして最後に発表しま
す。就職活動の問題点、大企業
と中小企業の労働条件格差、働
き過ぎと過労死、人事評価制度
の問題点、女性の働き方とワー
クライフバランスなど、様々な

テーマを自由に設定し、活発な
議論が繰り返されています。

■ 新ゼミ生へ  
社会人としてのマナーを身につ
け、自主的に行動すれば、学生
時代の貴重な経験になるでしょ
う。

 小倉 一哉雇用労働研究

人数：3 年生 11 人、4 年生 16 人　執筆者：小倉 一哉先生
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■学部学生の部

　第二席 垣鍔 結衣 
 「オノマトペの仮名表記形態による消費者反応の解明」

 礒村 慎太郎、萩生田 望羽、檜垣 瑠花、山﨑 優那、日野 敦貴 
 「日本の産業別対外直接投資と汚染逃避」

 田中 佑樹、野口 颯士、齋藤 怜那、槇本 萌 
 「優れたビジネスモデルの組み合わせ －企業価値・企業業績の観点から－」

 金子 彰真、犬伏 凜太郎、加藤 里菜 
 「移民が対内直接投資に与える影響 －男女別・教育レベル別の実証分析－」

 松下 由季乃、平野 敬子、原 優宇、西山 萌子 
 「環境経営が企業価値に与える効果 －各国の社会規範に基づくクロスカントリー分析－」

　佳　作 岡本 渉 
 「ダイバシティ・マネジメントのバンドルとパフォーマンス」

 前田 息吹、烏谷 美久、菊川 穂高、白石 優太、永井 理莉、森谷 隆斗 
 「オリンピック開催による貿易への影響 －傾向スコアマッチング、Difference in Difference分析を用いた輸出入額の実証研究－」

 太田 愛理、安藤 菜乃香 
 「近年のわが国企業の経営者報酬に関する実証分析」

 谷田部 真聡、伊東 勇輝、中村 悠佳、伊藤 直輝 
 「運動によるボディイメージとワークモチベーションの関係性」

 伊藤 哲哉、沓掛 貴義、小宮 梨理、門馬 圭汰 
 「企業の本社移転が株主の利益に与える影響 －コーポレート・ガバナンスの視点から－」

 柳田 凌佑 
 「ソーシャル・ネットワーキング・サービスを活用した日本と中国の文化交流の在り方 －サブカルチャーを中心に－」

 竹下 英輝、秋元 香穂、井上 裕貴、佐藤 綾香 
 「投資家はビジネスモデルをどのように判断しているか －ベンチャーキャピタリストとファンドマネージャーの比較－」

 新井 優真、川端 柊、丸山 佳桜 
 「独立社外取締役が企業価値に与える影響 －成長企業と成熟企業における比較－」

 前川 泰誠、山田 絵里、星野 由希子、深澤 玲香 
 「片翼の天使、空へ羽ばたく －戦略とビジネスモデルの組み合わせ－」

2020 年度　早稲田商学学生懸賞論文　入賞論文

早稲田商学学生懸賞論文は、学生の皆さ

んの学業面における成果である優秀な論文

を表彰するとともに、その成果を内外に知

らしめることを目的として、早稲田商学同攻

会が運営しています。卒業論文やゼミ論文

などの研究成果は、多くの場合ゼミ等の内

部でのみ共有されます。しかし、せっかく

の成果ですから、多くの人たちに知ってもら

うことも大切です。また、ゼミの先輩や担

当教員だけではなく、他の教員から評価を

受けることで研究のさらなる深化が達成で

きたり、研究成果の客観的な評価を得られ

ることにもなります。

審査の結果、優秀と認められた論文につ

いては、『早稲田商学学生懸賞論文入賞論文

集』に掲載され、商学部の教員や学生に配

付されます。また、特に優秀と判定された

論文については、教員の研究成果をまとめ

た論文集である『早稲田商学』または『文化

論集』に掲載され、全国各地の大学図書館

等に配付されます。また、賞状と副賞(賞金

)が授与されるほか、表彰式および祝賀パー

ティが開催されます(2020年度は、オンライ

ンによる表彰式のみを実施)。

早稲田商学学生懸賞論文には、すべての

商学部生が応募できます。近年では、1・2

年生の応募した論文が入賞することも増え

ています。研究テーマが商学に限定されて

いるわけではないので、自身の興味のある

テーマで論文執筆が可能です。また、個人

でもグループでも応募可能です。なお、プ

ロゼミを含むゼミ所属者については、ゼミご

との応募篇数に制限がありますので、ゼミ

内で相談してください。

2021年度の詳細なスケジュールについて

はまだ確定していませんが、例年1月中旬に

応募を受け付け、3月初めに結果発表、3月

下旬に表彰式および祝賀パーティという流

れになっています。12月ごろに商学部Web

ページやMyWasedaの「お知らせ」を通じて

詳細をお知らせします。

多くの皆さんの応募をお待ちしています。

 早稲田商学同攻会編集委員会

早稲田商学学生懸賞論文応募のお誘い

■ ■ ■ ■ ■ 懸 賞 論 文

2020年度の「早稲田商学学生懸賞論文」では、大学院学生の部と学部学生の部にあわせて34篇の応募がありました。

1つの論文につき2名の先生方による一次審査とその結果をふまえた合同審査会での厳正なる審査の結果、下記の方々が入賞しました。

※ 学部学生の部における入賞論文を掲載しています。各賞入賞論文は応募受付順に並んでいます。　※ 2020 年度については、第一席および奨励賞の入賞論文はありませんでした。
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 執筆動機

横田ゼミでは毎年、3年次にチーム研究を

行い、懸賞論文に挑戦しています。これまで

懸賞論文において、素晴らしい論文を作り上

げ受賞されてきた先輩方に尊敬の念と憧れを

抱いていました。そして、私たちもこれまで学

んできたことを生かし、社会的意義のある論

文を作り上げることでゼミの伝統を受け継ぎ、

形に残したいと考えました。テーマは、現在

世界的に話題になっている、環境問題に関わ

るものを選択しました。

 論文の内容

汚染逃避とは、企業が環境規制の緩い国へ

生産を移転することを指します。私たちは、

日本の32カ国への対外直接投資データ15年分

を用いて、12の産業別で日本の汚染逃避の傾

向について実証分析しました。結果、製造業

合計の分析では、環境規制の緩い国に対外直

接投資が集まる傾向が示されました。また、

産業別の分析ではゴム・皮革産業で汚染逃避

地仮説が支持された一方、その他の産業では

汚染逃避の傾向は見られず、特に繊維、木材・

パルプ、石油、精密機械産業で汚染逃避とは

逆の結果が得られました。これは、環境規制

が厳しい地域の方が、生産に必要な環境資源

の獲得が可能であるためと考えました。

 執筆にあたってのエピソード

論文執筆にあたって数々の困難に直面しま

した。思うような分析結果が得られず、デー

タの種類や数、推定式や分析方法の試行錯誤

を繰り返してきました。分析結果の考察にお

いても、納得のいく考えがまとまらず、議論を

重ねました。これらの困難をグループ全員で

多くの時間を費やし、議論を深めることで乗

り越えることができ、このような経験は私た

ちにとって大きな財産となりました。また、横

田先生をはじめ、横田ゼミの先輩方のお力添

えによって、より洗練された論文を執筆するこ

とができました。

 後輩の皆さんへのメッセージ

論文を執筆していると様々な困難に出くわ

します。そしてそのほとんどが、今まで経験

したことがないようなものです。しかし、懸賞

論文に取り組む面白さは、この未知の困難を

乗り越えることにあると思っています。チーム

で相談する、本で調べる、先生に質問する、

あらゆる手段を駆使して奮闘していると、ふと

した時に解決策を閃くことがあります。この瞬

間に感じる学びの面白さは、普段の授業でそ

う簡単に得られるものではありません。皆さ

んも、懸賞論文を通してこの感覚をぜひ味わ

ってみてください。

 執筆動機

横田ゼミでは、毎年 3年生が懸賞論文に応

募をしており、今年も入賞を目指して研究する

ことになりました。私達は、研究を行うにあ

たり、日本に貢献できる論文を執筆すること

を目指しました。学部生という立場でありなが

らも、後世に残せるような論文にしたいという

強い志を持って臨みました。

 論文の内容

当初は、様々な視点から日本が抱える問題に

ついて調べていました。その中で、海外直接投

資（海外で事業を行うための企業買収や生産設備

などへの投資を指す。対外と対内の二つの方向が

ある)の受け入れが先進国の中でも日本は特に少

ないというデータを見つけました。そこから、研

究対象が「日本に貢献する」という抽象的なものか

ら「海外直接投資を増やすための提言をする」とい

う具体的なものへと変わりました。その分野で、

何のために、何を、どのように研究するのか模索

するため、「海外直接投資」に関する論文を毎日の

ように読み、知識を蓄えると共に関心の範囲を広

げました。そして、もう一つのトピックである移

民について関心が高まり、二つの事象に関連はな

いか検討しました。このように、研究対象が多少

変化しつつも研究内容の軸を持ち続ける事で、最

終的に内容は日本に直接関係するものではなくな

りましたが「移民が対内直接投資に与える影響」の

研究結果を得ることができました。具体的には、

移民が移民受入国の出身国からの対内直接投資

を増加させること、移民の教育水準が高いほど対

内直接投資に与える影響は大きく、その影響の

程度は男女によって異なることが分かりました。

 執筆にあたってのエピソード

研究対象を決めることや、データを入手す

ることは早くからして損はありません。1ヶ月で

100以上の論文を読み、要約してチームメンバ

ーに共有するというタスクを課している時期も

ありました。メンバー3人で執筆する中で時には、

意見が一致せずに深夜まで話し合いをすること

もありました。その分、それだけお互いに情熱

を持って論文執筆に取り組めていたのだなと今

は懐かしく思います。コロナ禍で集まることがで

きない難しさもありましたが、仲間とともに書き

上げた時間は掛け替えの無いものとなりました。

 後輩の皆さんへのメッセージ

商学部の皆さん、懸賞論文は自分たちの普

段の研究を多くの方に評価して頂ける大変貴

重な機会です。この論文執筆で得た知識、努

力、苦労は人生の中で大きな経験になると思

います。自分自身の力を最大限発揮し、目標

に向けて頑張ってください。応援しています。

日本の産業別対外直接投資と汚染逃避第 二 席

移民が対内直接投資に与える影響 －男女別・教育レベル別の実証分析－第 二 席

■ ■ ■ ■ ■ 懸 賞 論 文

■横田 一彦ゼミ　グループ5名
礒村 慎太郎、萩生田 望羽、
檜垣 瑠花、山﨑 優那、日野 敦貴

■横田 一彦ゼミ　グループ 3名
金子 彰真、犬伏 凜太郎、
加藤 里菜
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 執筆動機

広田ゼミでは毎年 3年生がチームで論文を

執筆し、懸賞論文に応募させていただいてい

ます。これまでに素晴らしい論文を作り上げ

受賞を繰り返してきた優秀なOB・ OGの方々に

強い憧れを抱き誇りに思っていました。その

ため、私たちも社会的に意義のある論文を目

指すことでゼミの伝統を引き継いでいくという

共通目標を持ち論文執筆に着手しました。

 論文の内容

近年企業による環境問題の解決に寄与す

る環境経営が注目を集めています。しかし環

境経営が企業価値に与える効果は先行研究で

様々な結果が示されており、営利目的の企業

にとって環境経営を行うことが合理的である

かどうか明らかではありませんでした。そこで、

我々は環境経営が企業価値に与える効果を実

証分析しました。その結果、環境経営が企業

価値に与える効果は国によって異なることと、

環境及び将来を大切にする社会規範を持つ国

では環境経営が企業価値により正の効果を与

えることが明らかになりました。この結果によ

り環境経営と企業価値向上が両立する可能性

が示唆されました。

 執筆にあたってのエピソード

オンラインでの活動が中心であったため、

集中力の低下や作業のやりにくさなどの問題

がありましたが、オンラインにより時間の融

通が利くなどのメリットもありました。予定が

合わない日は日付を超えて話し合いや分析を

したことも度々あり、今となっては良い思い出

です。

また、分析方法として当初イベントスタディ

を使っていたのですが、次の分析にうまくつな

げることができず、提出約 2カ月前の11月頃

に急遽回帰分析に変更しました。よって、そ

のためのデータや分析方法の取得など新しく

始めなければならないことがたくさんありまし

た。しかし、メンバー全員で協力しながら取

得し、また広田先生や片山先生、先輩、同期

のみなさんに助けてもらいながら無事やり切

ることができました。本当にありがとうござい

ました。

 後輩の皆さんへのメッセージ

懸賞論文というアカデミックな挑戦をする中

で、困難に直面することもあります。しかし、

分析を通じて新たな発見をすることを楽しむ

姿勢を忘れないことで、最後まで走り抜くこと

ができ、苦労もかけがえのない思い出の一つ

となりました。学業において非常に良い経験

ができるので、皆さんもぜひ懸賞論文執筆に

取り組んでみてください。

環境経営が企業価値に与える効果 －各国の社会規範に基づくクロスカントリー分析－第 二 席

 執筆動機

研究テーマについて議論をしている時、ち

ょうど 2020東京オリンピックの中止で世間が

悲しみと衝撃に包まれていました。そこで、そ

もそもオリンピックホスト国になるメリットは

何なのか？  という純粋な疑問と、社会に対し

て何かしら提言できる研究をしたい！  という

2つの思いで、テーマの軸にオリンピックを設

定しました。よりテーマを具体的にしていく中

で、全チームメンバーの中に「オリンピックを

開催すればホスト国は経済的に豊かになる」と

いう“当たり前の認識”があることに気が付きま

した。このイメージが先行した考えの妥当性

を確認するため、実証分析のテーマとしてオリ

ンピックと経済（特に貿易）の関係性を採用しま

した。

 論文の内容

「オリンピック開催による貿易への影響―傾

向スコアマッチング、Difference in Difference

分析を用いた輸出入額の実証研究―」：先述

の通り、①オリンピック開催はホスト国経済

（貿易額）に影響を与えるのか？  ②与えるとし

たら、どの程度の大きさなのか？  を研究しま

した。国際機関のデータベースからデータを

収集・データセットを組みました。結果は「オ

リンピック開催は輸出額・輸入額に影響を与

えるという統計的証拠はない」というものでし

た。この結果は私たちのイメージを覆すもの

でした。なぜこのような結果が出たのかにつ

いて考察も行ないました。詳しくは入賞論文

集掲載の論文を読んでみてください。

 執筆にあたってのエピソード

身近でタイムリーなテーマであった分、メン

バー一同好奇心をより強く持って研究に取り

組んでいました。特に、予想外の検証結果が

導かれた際は驚きで盛り上がりました。しか

し、苦労することも多い半年間でした。仮説

構築に 2週間もかかる・研究に必要なデータ

が見つからないなど…。時には夜中の11時ま

でミーティングをしました。そんな困難もなん

とか好奇心と思考体力で乗り切りました！

 後輩の皆さんへのメッセージ

研究を通して「疑問に対する答えを数値的根

拠とともに導き出す」ということがいかに大変

なものであるのか、ということを痛感しました。

しかし、好奇心に素直に突き進む自分・仲間

を大切にしたことで、ゼミに所属していなけれ

ば決して得られなかった経験・成果を獲得す

ることができました。これから研究、もしくは

他のことに取り組むみなさんにも、自分の好

奇心と仲間をぜひ大切にしてほしいと思って

います！

オリンピック開催による貿易への影響 －傾向スコアマッチング、Difference in Difference 分析を用いた輸出入額の実証研究－佳 作

■広田真一ゼミ　グループ4名
松下 由季乃、平野 敬子、
原 優宇、西山 萌子

■横田一彦ゼミ　グループ6名
前田 息吹、烏谷 美久、菊川 穂高、
白石 優太、永井 理莉、森谷 隆斗
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卒業論文やレポートを執筆する際には、

先行研究や、企業のデータなど幅広い情報

を収集しなければなりません。早稲田大学

では、たくさんの有益なデータベースが利

用できることをご存知でしょうか。大学ホー

ムページの「データ集」から「学術情報検索」

（https://waseda-jp.libguides.com/imas）

を クリックしてくだ さ い。 

「WINE」では、早稲田大学図書館の所蔵

資料や電子資料を検索できます。使い方

はWINE検索画面のHELPをご覧ください。

「データベースリスト」では、大学が契約して

いるデータベースを検索してアクセスできま

す。まずは、「おすすめのデータベース」から

選択して使ってみましょう。学内ネットワー

クへの接続が必要です。

データベースはルールを守ってご利用くだ

さい。学術情報検索＞ヘルプ＞「データベー

ス・電子ジャーナル等の利用上の注意」をお

読みください。

学術情報検索 データベースの検索の仕方

 執筆動機

弊ゼミでは、例年 3年生がチームに分かれ

て論文を執筆し、懸賞論文に応募させていた

だいています。これまでにOB・OGの方々が執

筆した論文が代々読み継がれ、想いを「一本

の論文」というかたちとして、未来へつないで

いくことに憧れを持っていました。そこで、弊

チームでは昨今のトレンドである「本社移転」

に注目し、新たに「ガバナンス」の観点を絡め

考察することで、今後の世の中に意義のある

論文を生み出すことを目標としていました。ま

た、コロナ禍ではあったものの、メンバー全

員が研究に真摯に向き合い、強くなろうとい

う特別な想いもありました。

 論文の内容

現在、日本において本社移転に対し関心を

持つ企業は数多く存在しています。経営者は

本社移転の際、株主の利益になるような決定

をすべきですが、一方で株主の利益に反し、

経営者自身の利益を追求して行う可能性があ

ります。加えて、日本は海外に比べてエージ

ェンシー問題の発生を抑制するコーポレート・

ガバナンスが遅れているという指摘がありま

す。そこで日本企業の本社移転が株主の利益

にどのような影響を与えるのかを実証分析し

ました。その結果、本社移転が株主の利益に

反して行われている可能性があり、特にコーポ

レート・ガバナンスの脆弱性が株主の利益の

低下をもたらすことが示されました。

 執筆にあたってのエピソード

執筆の過程では、論文のテーマや構成がな

かなか固まらない時期があったり、コロナウイ

ルスの流行によって対面での作業ができなか

ったり、多くの困難がありました。そのような

中でもオンライン会議システムを活用して、海

外大学の学生や教授、広田先生、そして先輩

方からのアドバイスやフィードバックを基にグ

ループ内で何度も話し合いました。時には意

見がぶつかることや、夜遅くまで話し合いが

続くこともありましたが、この話し合いが論文

をより良いものにしてくれたと思っており、入

賞という結果につながったと考えております。

 後輩の皆さんへのメッセージ

この懸賞論文の執筆を通して、皆さんは多

くの課題と直面することになると思います。し

かし、何度も困難と向き合い、乗り越えてい

く経験は、何物にも変えがたいものになるこ

とと思います。学生生活の中で何か学業で成

し遂げてみたい、研究に取り組んでみたいと

思っている皆さんにとって、懸賞論文は絶好

の機会です。皆さんの学生生活が、懸賞論文

の執筆を通してより良いものになることを願っ

ています。

企業の本社移転が株主の利益に与える影響 －コーポレート・ガバナンスの視点から－佳 作

すでに出版されている書籍、論文、雑

誌などから理論や統計資料などを引用す

る場合、ルールに則らないと、著作権上

の問題が発生する可能性があります。

文化庁のHPによると、引用として認め

られるためには、（1）他人の著作物を引用

する必然性があること、（2）かぎ括弧をつ

けるなど、自分の著作物と引用部分とが

区別されていること、（3）自分の著作物と

引用する著作物との主従関係が明確であ

ること（自分の著作物が主体）、（4）出所の

明示がなされていること、に注意しなく

てはなりません。

本学では、レポート等での不正行為を

した場合、委員会にて審議の上、退学ま

たは当該科目を含む履修中の全科目の単

位を不可（F）とし、無期停学に付されます。

また、2012年度より教員向けに「レポート

類似度判定機能」が導入され、不正なコ

ピー＆ペーストがされていないかどうかチ

ェックが可能になりました。レポートの執

筆には常に厳粛な態度で臨み、慎重に取

り組みましょう。
●参考HP

文化庁ホームページ

（https://www.bunka.go.jp/index.html）

剽 窃 に 関 す る 注 意

■広田真一ゼミ　グループ4名
伊藤 哲哉、沓掛 貴義、
小宮 梨理、門馬 圭汰
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寄附講座・提携講座等とは
　民間企業など大学外部の組織から、寄附された資金や人材をもとに実施される授業です。商学部では日本を代表する
企業や、各業界でトップとして活躍している方々による「ビジネス界の今」を伝える講座を開講しています。

■ ■ ■ ■ ■ 2 0 2 1 年 度 秋 学 期 寄 附 講 座 ・ 提 携 講 座 等

本 講座はオムニバス形式の企業人派遣講座であり、今年

度も「変化に対応する日本企業」という科目名で開催され

る。日本企業をとりまく環境は、少子高齢化、グローバリゼーシ

ョンの進展、ICT技術の急速な発展、政府の財政状況の悪化、

中東・欧州・東アジア等における経済状況の急変などにより大き

く変化し、旧来のビジネスモデルは修正を余儀なくされている。

この講義では、経済の最前線で活躍されている方々をお招きして、

日本企業がこれらの環境変化に対し、どのように対処しているか

を直接お話しいただく。真摯かつ熱心な聴講を期待する。

専門教育科目2単位　木曜日・3時限目
コーディネータ：久保 克行（商学学術院 教授）

変化に対応する日本企業 
一般財団法人経済広報センター提携講座

早 稲田大学校友等起業家有志の協力により実施する起業

家志望の学生を対象とした講座で起業家養成講座Ⅰの応

用講座である。講義を通じて、事業立案、資金調達、マーケテ

ィング、事業運営、IT戦略　等、起業に必要な知識の基礎を学

ぶことを目的とする。

　具体的には、本学ＯＢの起業家・経営者をゲストスピーカーと

して招いた講演によるケース提示とする。例年大教室で開催され

ている。発言の機会を設けインタラクションできるような講座と

する。

専門教育科目2単位　火曜日・5時限目
コーディネータ： 井上 達彦（商学学術院 教授） 

村元 康（商学学術院客員教授） 
工藤 元（商学学術院非常勤講師）

起業家養成講座Ⅱ
早稲田大学校友等起業家有志提携講座

こ の講義は、三菱商事株式会社の全面的なご協力を得て

設置する講座であり、同社の事業展開・戦略をケースス

タディとしつつ、総合商社の事業戦略と今後の展望を概観するも

のである。

　グローバル経済社会でさまざまなリスクにさらされながらも未

来を見据えて商社ビジネスに携わっておられる役職員の方々が講

義をされるだけに、受講生諸君にとっては、ビジネスの現場での

厳しさとともに総合商社ビジネスの醍醐味・ダイナミックさを知

ることができ、極めて示唆に富む講義となるであろう。

　また、将来の進路として総合商社をはじめグローバル企業へ

の就職を考えている人にとっては、本講座が、今後の学生生活

で何を学ぶべきかを探る良い機会になると確信する。

専門教育科目2単位　木曜日・2時限目
コーディネータ： 和田 宗久（商学学術院 教授） 

新井 剛（商学学術院 教授）

総合商社ビジネス論
三菱商事株式会社連携講座

ビ ジネスの様々な分野で、「価値」をいかにして生み出したら

よいのかという課題が取り上げられるようになっている。

製造業者であれば生産活動を通じて価値を生み出すことができ

るし、流通業者であれば適切な商品を仕入れ、適切な陳列を行

うことで価値は生み出せる。しかし近年、そうした製造業者と流

通業者という単純な構図では説明しきれない状況が生じている。

流通業者が生産活動に足を踏み入れたり、製造業者が流通活動

に乗り出したり、さらに製造業者と流通業者が協力し合い、新し

いタイプのビジネス活動で「価値」の共創を試みている。ユーザ

ーを巻き込んだ価値創造も試みられている。

　本講座では、流通大手である株式会社カインズの協力のもと、

「価値創造のマーケティング」という点で先進的な取り組みをして

いる企業の経営幹部をお呼びして、マーケティング戦略の視点で

講義していただく。マーケティング論や経営学について学んでき

た学生諸君は、理論や枠組みが実務においてどのように生かされ

ているのかを理解できるはずである。

専門教育科目2単位　水曜日・2時限目
コーディネータ：恩藏 直人（商学学術院 教授）

価値創造のマーケティング
株式会社カインズ寄附講座
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■ ■ ■ ■ ■ 海 外 留 学

Q. 留学しても 4年間で卒業できますか？

Ａ.  留学先で履修した科目を単位認定し、留学期間を在学期

間に算入することで4年間での卒業が可能です。留学プ

ログラムや留学先によって、留学期間中の学籍状態や取得可能単

位数が異なります。事前に十分調べた上で留学をご検討ください。

Q. 単位認定はどのように行われますか？

Ａ.  帰国後に各科目のシラバス、成績証明書、アカデミック

カレンダー、時間割、単位認定届を提出し、申請しても

らいます。各科目の授業内容および授業時間によって科目区分と

単位数が決定されます。認定上限単位数は1年間 40単位（半期 20

単位）です※。認定単位数は、1科目授業時間数 2,340分以上を本

学部 4単位、1,170分以上 2,340分未満は2単位とし、1,170分未満

は認定できません。1科目における単位認定の上限は4単位です。

※ 複数の期間で修得した単位を認定した場合、卒業必要単位として算
入できる認定単位数の上限を 60単位と定めています。そのため、既
に単位認定を受けた方については、留学中に修得した単位の認定単
位数の上限が異なります。詳細は商学部の手引きを確認してください。

Q. 留学してもゼミは履修できますか？

Ａ. 2年生の秋学期から留学する場合、書類提出日および選

考日に日本にいない可能性が高いです。その場合でもゼ

ミに応募する事は可能ですが、出発前に必ず希望ゼミ教員に選

考についてご相談ください。二次・春期選考の応募に関する詳

細は事務所にお問い合わせください。また、3年生以降の留学で

所属ゼミに出席できない場合も事前

に担当教員にご相談ください。

提供元 プログラム名 内容
出願時期※

春 秋

留学
センター

交換留学プログラム（大学間） 派遣先大学の通常カリキュラムを履修するプログラムです。現地の学生
とともに授業を受けるため、比較的高い語学力が求められます。

5月 10月

ダブルディグリープログラム
海 外 の 名門 校 に留学し、 所 定の 要 件 を満たせば、 本 学 を卒 業 す
る際 に 本 学 の 学 位と派 遣 先 大 学 の 学 位を両 方 取 得することが出
来るプログラムです。高度な語学力が求められます。

5月 10月

CSプログラム

早稲田大学の学生のために開発されたプログラムです。
CS-LプログラムとCS-Rプログラムに分かれており、前者は語学力向上の
サポートが数多くあるプログラム、後者は留学先大学においてある程度
自由に科目を履修できるプログラムになっています。

5月 10月

短期プログラム 夏季・春季の休暇を利用して留学するプログラムです。長期留学へ向け
ての力試しとしても利用できます。

5月
（夏季）

11月
（春季）

商学部 交換留学プログラム（箇所間）
商学部生のみが応募できる交換留学プログラムです。派遣先はビジネス
分野で世界トップクラスの大学となっており、派遣先大学の学生と一緒
に現地のビジネスについて学ぶことができます。

8月 2月

− 私費留学 早稲田大学の提供するプログラムに希望の留学先がない場合、自分で
留学先を探して留学することになります。

大学・プログラムに
より異なる

留学プログラムのご案内
留学プログラムには、大きく分けて全早大生が応募できる大学間協定プログラムと、商学部

生のみ応募できる箇所間協定プログラムがあります。ここでは、プログラム等の説明の他に、
商学部生による留学体験談をご紹介します。準備段階から現地での生活、授業、仲間・友人
作りなどの体験談は、これから留学を考えている皆さんにとって、きっと参考になることでしょう。

※日程の詳細については、留学センター HPまたは商学部HPをご確認ください。また、今後の状況によって、出願時期が変更となる可能性があります。

早稲田大学の派遣留学プログラム

「留学」に関するＱ＆Ａ ”よくある質問”
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【留学動機】　幼少期の経験から、将来は世界を

舞台に働く人材になりたいと考えており、その

目標に近づく為「国際ビジネス」と「異文化」理解

を深める事を目的に留学を決意しました。商学

部の箇所間協定校では多くの場合、制限なくビ

ジネス科目を履修できる為、本プログラムを利

用しました。私はビジネスの中心を米国と考え、

南部のサウスカロライナ大学を選択しました。

その理由は 2つあり、①本協定校は、本学初の

留学派遣であり開拓者となれる②学部生の国際

ビジネスプログラムが全米1位で、高度な教育を

受けられると考えたからです。　　　　

コロナウイルスの影響によって滞在は 2ヶ月短

くなりましたが、帰国後もオンライン講義を受

講し留学を継続しました。

【活動内容】　「国際ビジネス」については、講義

とインターンシップに尽力しました。集中的に履

修した国際ビジネス関係の講義は、ケーススタ

ディーを用いながら、ロールプレイやディスカッ

ション、グループワークを行うものでした。当初、

言語面や自らの意見を持って発信する事に慣れ

ていなかった為、展開の早い議論に苦戦しまし

た。しかし、クラスメイトの協力を得て勉強会

を発足し、その困難を乗り越えました。そして、

インターンシップについては、ビザの関係で獲得

する段階から難航しましたが、多くの方々の支

援があり何とかその機会を得る事ができました。

日本とは異なる積極的な姿勢が求められ苦戦し

ましたが、貴重な機会を得る事ができました。

「異文化」については、週末のホームパーティ

ー・寮や教授が主催してくださったイベントへの

参加に加え、複数の友達が自宅に招待してくれ、

祝日の過ごし方や人生初のトウモロコシ畑を利

用したおばけ屋敷など多くの経験をしました。

他にも、現地大学主催のボランティアトリップに

も参加しました。米国の格差問題を実感した一

方、教会やスーパー等の食品ロスを無償提供す

る仕組みの充実さに驚きました。

【気づき・得られたこと】　当初の目的であった、

「国際ビジネス」や「異文化」理解についてはそれ

ぞれ以下の気づきを得る事が出来ました。前者

については、「ビジネスの甚大な影響力」や、多国

籍の学生と共に学ぶ事で「他者を受容しつつ自分

の譲れない点を明確にし主張する大切さ」を学び

ました。後者については、日本とは異なる南北

戦争の影響が残る食文化や街並みがある一方、

サザンホスピタリティーといって日本のおもてな

し文化に近いものもありました。

留学全体を通しては、『人と人の繋がりの重要

性』を学びました。現地に到着した当日から、

現地人夫婦との素敵な出会いがあり、最高のル

ームメイトや他国からの留学生、現地学生、教

授、そして商学部事務所の方々など、多くの人々

に支えられ上記の経験を得る事ができました。

この場をお借りして感謝申し上げます。

これらの学びは、今後の人生において常に意

識し、あらゆる場面で活かすことが出来ると考

えています。

【後輩へのメッセージ】　本学には、多様な留学

プログラムがあります。少しでも興味がある方

は、是非挑戦することをお勧めします。応援し

ています！

■ 商学部 4年

田中 未可子
一生の財産：「人の繋がり」と「経験」

留学先大学名 アメリカ・サウスカロライナ大学（箇所間協定プログラム）

2019年 8月から2020年 8月までの間、ドイツ

のフランクフルト大学（ヨハン・ヴォルフガング・

ゲーテ大学）経済経営学部での箇所間協定留学

プログラムに参加しました。ここでは、私が留

学を志した動機と留学で得られた感覚をお伝え

しようと思います。

まず動機に関して、大学入学時まで過ごしてき

た環境とは大きく異なる場所に身を置きたいとい

う願いがありました。これは一見ありきたりな動

機に思えますが、大切な認識であると思います。

個人が何を意図するにしても、「違い」から学ぶこ

とは多くあるからです。留学で経験する一般的な

違いとして頻繁に挙げられるのは、言語やコミュ

ニケーション、伝統文化といったものでしょう。

しかし、私がここで共有したいのは「違い」、つま

り主観的に経験して私の印象に残った違いです。

第一に、留学先大学での出会いについてです。

私が共に時間を過ごした友人の出身地はドイツ

に加えて、フランスやスペイン、アフガニスタン、

アメリカ、香港、台湾、ベトナム、マレーシア、

インドネシア、インドなど実に多様でした。一部

の友人と今後の進路について話した時に、ドイ

ツで就職したいと言う友人や帰国後に再度ドイ

ツに来て修士課程に進みたいと言う友人が予想

以上に多くいたことは驚きでした。他にも、香

港から来た友人が故郷の混乱を憂いているとい

うことを聞いたり、排便時にトイレットペーパー

を使うか使わないかをインドネシアの友人と議

論したり、学生食堂で座っていた80歳を過ぎた

ドイツ人の学生から戦時中の話を聞いたり、大

学の講義でゲストレクチャラーとして訪れた政

府や企業の意思決定者が若い教授に対し笑み

を浮かべながら威圧的な態度で知識を確かめる

様子を見たり、『ONE PIECE』のような日本のアニ

メの背景をドイツの友人から逆に解説されたり、

移民として母国から多くの国を経由して決死の思

いでドイツに入国した話をイランの友人から聞

いたりしました。第二に、旅についてです。新

型コロナウイルス感染拡大前に私は 8ヵ国 29都

市を訪れました。ポーランドでは、バスでの移

動中に森林の中で白い鹿を見つけたり、オラン

ダからドイツへ入国する際に麻薬探知犬による

検査を1時間以上受けたり、ルクセンブルク到

着時の深夜に高い城壁の上で闇の中をさまよっ

たりしました。鉄道の移動では、出発 5分前に

乗り場が突然変更されて、大勢の乗客と猛ダッ

シュで次の列車に駆け込んだり、列車から降りよ

うとした時に全身黒服の抗議デモの団体が一斉

に入ってきたために降車できなかったり、ドイツ

人のお父さんが幼い子供に童話を長時間語り聞

かせている様子を見たりしました。

このように振り返ると、留学は予期しない出会

いや経験したことのない出来事を起こす最高の

機会だったと思います。早稲田大学では留学以

外にも様々な機会が用意されていますが、留学

を選ぶことで将来へ向けて新たな強い動機や進

みたい道を見出すことができるかもしれません。

■  商学部 4年

田中 良
「違い」から学び、見出す

留学先大学名 ドイツ・フランクフルト大学（ヨハン・ヴォルフガング・ゲーテ大学）（箇所間協定プログラム）

REPORT  1

REPORT  2
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■ ■ ■ ■ ■ 学 生 生 活 ・ 進 路

コロナ禍における就職活動を 
振り返って
私は、コロナが国内に広まり1度目に緊急

事態宣言が出された時期に就職活動をしまし

た。前年のセオリーが覆され、就活生も企業

の人事の方も探り探りの就活となりました。

業界によっては新卒採用を中止した所もあり、

その業界を志望していた人達にとっては非常

に苦しい状況になったと思います。私は就職

活動のスタートが遅い部類で、インターンや業

界研究も人より遅れていました。コロナで企

業訪問する機会も激減し、自分に合う業界も

わからないまま就職活動をしました。私はIT

業界に進みましたが、当時エントリーシートを

出していたのは保険、金融、メーカーと、と

ても幅広い業界でした。内定も様々な業界か

らいただき、最後の最後まで企業・業界に悩

みました。最終的に決め手となったのは、今

後の働き方と近くにいた人からの他己分析で

した。「New Normalな社会」に柔軟に対応して

いける企業・業界であるかということ、そして

客観的な視点を持つ人が私に適性があるがど

うかを判断する事は、今後働く上で安心材料

の一つになると思い決め手としました。人に

より様々な決め手があると思いますが、決め

手を一つとするよりも、複数の決め手がある

事、そして自分の判断と客観的な判断の両方

を入れる事が重要であると思います。

後輩へのメッセージ

これから就職活動をする人は、私よりも不

安になっていると思います。オンライン授業

となり、留学を初めとした課題活動に制限が

かけられる中、学生時代のエピソードに困る

人も出てくるのではないでしょうか。私からの

アドバイスは、視点を広く持ち続けることを意

識すると強くなれるということです。オンライ

ンでの就職活動に不安を感じる人もいると思

います。しかし、広い視野を持てば見えてくる

こともあります。例えば、交通費の節約、面

接を受けるにあたり距離の制約がなくなったこ

と、そして面接や企業の説明会は対面で行っ

ていたときよりも1日に行える回数が格段に増

えます。或いは、家にいる時間が増え、自宅

で何をすればいいのか分からない人は知識を

広げ、着眼点を増やすことをお勧めします。メ

ガトレンドを初めとして、世界の情勢は流動的

で毎日新しい情報が入ってきます。そういった

社会情勢に対して自分の視点を持つために、

フレームワークを初めとした分析をすることは

就職活動だけではなく、社会人になった後も

自分の糧となります。近年では転職もメジャ

ーとなりつつあるので、時間のある学生時代

に様々な業界・社会に触れておくことは未来

の自分の背中を後押ししてくれるかもしれませ

ん。社会活動が制限されている中で、視野を

広く持ち、自分が出来ることを行うことは大き

な前進です。コロナ禍の限られたリソースの中

で自分の最大限を発揮する姿は、たとえこれ

までの学生の姿のセオリーとは違っていても、

他人からは輝いてみえるはずです。皆さんの

就職活動、そしてこの先の未来が輝くことを

祈っています。頑張ってください。

失敗の経験も、内定へつながるはず

私は、2018年 3月卒の社会人4年目です。  

2018年 3月卒の就職活動では、経団連の採用

活動指針「広報活動開始（大学3年の）3月1日、

選考活動開始（大学 4年の）5月1日」が企業に

対して示されていました。その中で私の場合

は、3年の夏休みから12月を準備段階、1月以

降を本選考と位置づけて就職活動を行いまし

た。準備段階では、応募する業界を広く設定（経

営コンサルティング、金融、交通インフラ、エ

ネルギー、教育、IT）して、インターンシップへ

の参加、OB/OG訪問などを行いました。準備

段階で様々な業界の情報に触れ、面接やグル

ープワークで失敗を経験したことが、自分自

身をさらに見つめ直すきっかけになったと感じ

ています。本選考ではコンサルティング会社と

銀行に絞って応募し、3月下旬にコンサルティ

ング会社1社から、6月上旬に銀行1社から内

定をいただきました（最終的にコンサルティン

グ会社に就職）。就職活動において、具体的

に何をしたらよいかは人によって異なると思い

ます。失敗の経験も次につながるという点が、

みなさんの参考になれば幸いです。

就職活動をきっかけに 
「自分の頭で考える」習慣を

後輩のみなさんには、就職活動に限らず

色々な人に相談すること、得た情報をもとに「自

分の頭で考える」ことを大事にしていただきた

いと思います。就職活動中は特に、様々な体

験談やアドバイスなどの情報が届くと思いま

す。しかし、1つ1つの体験談やアドバイスは

発信者固有の背景や意図があり、（私のこの体

験記も）必ずしもみなさんに当てはまるとは限

らない点に注意が必要です。1つ1つの情報・

アドバイスは、どのような意図で発信されて

自分に届けられたのか、自分にはどのように

当てはめたらよいのかを「自分の頭で考える」

ことで整理する過程が大切だと考えています。

就職活動では、色々な学生がよく戸惑うとい

われる「本音と建て前の理解が難しい」などの

ポイントに直面することも多々あるかと思いま

す。ただ、早稲田大学商学部のみなさんであ

れば、各々の立場や背景、誰が誰にお金を払

ってサービスを受けているか、というような全

体の構造などを理解して、「自分の頭で考える」

ことで大体のことは消化できるものと思ってい

ます。また、家族や友人、恋人に見せる自分

がそれぞれ違うように、応募先や選考の段階

によって、自分のどのような面をどう見せるか

を「自分の頭で考え」て工夫していけば、就職

活動はだんだんと上手くいくようになり、楽し

める余裕も出てくるようになるはずです。

繰り返しにはなりますが、上手くいかないと

きや辛いとき、不安になったときは、家族や

友人、大学の先生や職員の方々など色々な人

に相談してください。もちろん私をはじめとし

たOB/OGも喜んで相談に乗ってくれるはずで

す。その上で、「自分の頭で考え」て、みなさん

が納得のいく選択ができることを願っています。

就職活動 体 験 記

■ 商学部卒

高橋 秀尭

■ 商学部卒

金子 雅佳
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2020年度の進路状況について

早稲田大学学部全体の進路報

告者 8,873人の進路は、就職 6,261

人（70.6%）、進学2,079人（19.9%）、

資格試験受験 218人（2.5%）、その

他 624人（7.0%）でした。

商学部の進路報告者 969人の進

路は、就 職 836人（86.3%）、進学

44人（4.5%）、資格試 験受験 33人

（3.4%）、その他 56人（5.8%）となっ

ています。就職先の企業・団体は

487件となり、業種別では金融が

最も多く21.6%、以下、情報通信

21.5%、メーカー16.6%、専門サー

ビス13.9%、商業 7.6%の順となっ

ています。

主な就職先は★表 2に示したと

おりです。

キャリアセンターについて

キャリアセンターでは就職支援を

はじめ、全学年の学生を対象とした

「みらい設計」支援を行っています。

大学での過ごし方や将来の進路を

考えるイベントやセミナーも開催し

ています。詳細はキャリアセンター

ホームページをご覧ください。

https://www.waseda.jp/inst/career/

2020 年度進路状況　〜キャリアセンターより〜
商学部の卒業生は 487 企業・団体で活躍！

企業・団体名 合計（人） 男（人） 女（人）

楽天グループ㈱ 15 11 4
㈱エヌ・ティ・ティ・データ（NTTデータ） 14 4 10
有限責任あずさ監査法人 13 7 6
㈱三井住友銀行 11 6 5
東京海上日動火災保険㈱ 11 6 5
KDDI㈱ 10 7 3
㈱ベイカレント・コンサルティング 10 9 1
富士通㈱ 9 5 4
損害保険ジャパン㈱ 9 5 4
三井住友信託銀行㈱ 8 5 3
㈱みずほフィナンシャルグループ 7 4 3
EY新日本有限責任監査法人 7 5 2
ファーストリテイリンググループ 6 4 2
㈱三菱UFJ銀行 6 5 1
りそなグループ 6 4 2
㈱ジェーシービー（JCB） 6 2 4
SMBC日興証券㈱ 6 4 2
㈱NTTドコモ 6 1 5
明治安田生命保険（相） 5 3 2
日本生命保険（相） 5 2 3
あいおいニッセイ同和損害保険㈱ 5 4 1
SCSK㈱ 5 2 3
アビームコンサルティング㈱ 5 4 1
EYストラテジー・アンド・コンサルティング㈱ 5 3 2
アクセンチュア㈱ 5 2 3
国家公務員一般職 5 2 3
キリングループ 4 2 2
㈱日立製作所 4 2 2
キヤノンマーケティングジャパン㈱ 4 3 1
㈱商工組合中央金庫 4 4 0
㈱千葉銀行 4 4 0
三菱ＵＦＪ信託銀行㈱ 4 2 2
野村證券㈱ 4 3 1
大和証券㈱ 4 1 3

企業・団体名 合計（人） 男（人） 女（人）

東日本電信電話（NTT東日本）㈱ 4 4 0

ソフトバンク㈱ 4 3 1

みずほリサーチ＆テクノロジーズ㈱ 4 4 0

㈱オービック 4 3 1

ヤフー㈱ 4 3 1

㈱インテージ 4 2 2

東京都職員Ⅰ類 4 3 1

サントリーホールディングス㈱ 3 1 2

富士フイルム㈱ 3 2 1

ユニ・チャーム㈱ 3 1 2

日本電気（NEC）㈱ 3 3 0

㈱ニトリ 3 2 1

農林中央金庫 3 2 1

㈱日本政策金融公庫 3 2 1

信金中央金庫 3 2 1

オリックス生命保険㈱ 3 2 1

ソニー生命保険㈱ 3 2 1

第一生命保険㈱ 3 1 2

三井住友海上火災保険㈱ 3 2 1

野村不動産㈱ 3 3 0

東海旅客鉄道（JR東海）㈱ 3 2 1

東急㈱ 3 2 1
エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ

（NTTコミュニケーションズ）㈱
3 1 2

NECソリューションイノベータ㈱ 3 3 0

キヤノンITソリューションズ㈱ 3 3 0

デロイトトーマツコンサルティング（同） 3 3 0

㈱マクロミル 3 3 0

三菱UFJリサーチ＆コンサルティング㈱ 3 2 1

レイスグループ 3 2 1

PwCあらた有限責任監査法人 3 2 1

PwCコンサルティング（同） 3 2 1

㈱野村総合研究所 3 1 2

★図 1　2020 年度　商学部就職先業種別割合

★表 2　2020 年度　商学部就職先（3 人以上）

★表 1　2020 年度商学部卒業生の進路状況

金融 21.6%

メーカー
16.6%

専門サービス
13.9%

情報通信
21.5%

マスコミ 3.9%

不動産・建設 5.3%

旅行・運輸 3.3%

公務員 2.9%

教育 0.9% 非営利 0.2%

エネルギー 1.3% 教員 0.1%

その他 0.7%

商業
7.6%

進路報告者 969

就職 836 （86.3%）

進学 44 （4.5%）

資格試験 33 （3.4%）

その他 56 （5.8%）

キャリアセンターの様子

キャリアセンター調べ（2021年 5月 23日現在）
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◆�就職活動において、商学系大学院出身者としてその専門性をアピールできる

◆�学部から大学院にかけての継続的学習と研究によって、専門分野を深く追

究できる

◆�様々な研究発表の場を通じ、論理的で説得力のあるプレゼンテーションス

キルを身に付けることができる

◆学部4年に「＋1年間」で修士学位を取得できる

◆「留学」＝「延長生（5年生）」ではなく、「留学＋修士学位」で5年間の学生生活

を送れる

◆学部からの継続指導で、研究成果を修士論文に結実させることができる

◆1年間の在学で、大学院における学費が半額で済む

◆推薦入学者向け奨学金受給のチャンスがある

◆就職活動において、「早期修了」の商学系大学院出身者としてアピールできる

大学院進学（修士学位取得）のメリット

5 年一貫修了制度のメリット

5 年一貫修了制度適用者になるためには

大学院進学後の条件
①1セメスター終了時点で修了要件単位数22単位以上修得済であること

②�2セメスター終了時点で修了要件単位数32単位以上修得し、かつ各科目区分の修了
要件を満たしていること

③修士論文評価がA+またはAであること

基　準 留意点

学部在学中の
成績

6 セメスター終了時点で、GPA2.60 以上（上
位 25% 相当）
または、4 セメスター終了時点で GPA2.70
以上（上位 20% 相当）であり、5 セメスター
以降に 2 セメスター以上の留学を予定する
者（休学しての留学を除く）

6 セメスター終了者、
4 セメスター終了者に
は、当該成績発表月の
中旬に通知

大学院科目
先取り履修

7 セメスター以降に、大学院科目を先取り履
修し 10 単位以上を修得すること
（本制度適用者は、大学院入学後 16単位まで単
位認定可能）

学部在学中は自由科
目扱い

推薦入試
推薦入試合格者
（出願条件：出願時点でGPA2.50 以上）

出願時に、指導教員
承認済みの「早期修
了希望届」を提出

1 年次 2年次

634,500 円 833,500 円

※上記は 2021 年 4 月入学者（早大出身者）の金額です。
※ 5 年一貫修了制度適用者が 1 年で修了した場合は、

1 年次学費のみとなります。
※内部進学者は、入学金が免除されます。
※ 2022 年度入学者学費については商学研究科 HP を

ご参照ください。

�一般モデル

留学モデル

2年秋
（4 セメスター）

2 年秋
（4 セメスター）

3 年春
（5 セメスター）

3 年春
（5 セメスター）

◆GPA2.70以上
　（上位20%相当）※

通常の修士課程の学費等

モデルケース（4月入学者のパターン）

奨学金名 選考基準 奨学金額 採用数

寺尾巖
いわお

奨学金 推薦入試最優秀合格者 （年額）30万円（単年度） 1 名

商学部寄附講座
大学院進学奨学金

成績等により判断
（推薦入試合格者） （年額）20万円（単年度） 25 名

※全て返済の必要のない「給付」奨学金です。
※入学後の奨学金については、全在学生が対象です。

※留学から帰国後、単位認定結果が 6 セメスター終了時点の GPA 基準〈GPA　   2.60 以上（上位 25% 相当）〉を満たしている場合も適用対象者となります。

商学部

商学部

商学研究科

商学研究科

3年秋
（6 セメスター）

3 年秋
（6 セメスター）

4 年春
（7 セメスター）

4 年春
（7 セメスター）

4 年秋
（8 セメスター）

4 年秋
（8 セメスター）

1 年春

1年春

1年秋

1年秋

就職活動実施

◆GPA2.60以上
　（上位25%相当）

◆留　学　期　間

◆22単位以上修得
� （学部在学中の先取
り科目を含む）

◆22単位以上修得
� （学部在学中の先取
り科目を含む）

◆修士論文A+/A評価

◆修了要件32単位修得

◆修士論文A+/A評価

◆修了要件32単位修得

◆推薦入試合格（7月、9月、2月）

◆先取り科目10単位以上修得

◆推薦入試合格（9月、2月）

◆先取り科目10単位以

上修得

奨学金制度

推薦入試によって商学部から商学研究科

に内部進学する学生を対象とした、給付型

の単年度奨学金が2種類あります（学部在学

中のみ申請・受給が可能です）。

入学前の推薦入学奨学金とあわせて、入

学後も奨学金の申請が可能です。

■入学前：［推薦入学］奨学金

■入学後：奨学金

学部・修士 5 年一貫修了制度 

奨学金名 選考基準 奨学金額 採用数

商学研究科奨学金 学業成績を重視 （年額）25万円（単年度）

若干名

大隈記念奨学金 学業成績を重視 （年額）40万円（単年度）

小野梓記念奨学金
学業成績および
修学困難な学生を重視 （年額）40万円（単年度）

小野梓外国人記念奨学金
※私費留学生対象

学業成績および
修学困難な学生を重視 （年額）40万円（単年度）

商学部を卒業後に推薦入学で商学研究科に進学し、学部 4 年間＋修士 1 年間の最短 5 年で修士学位を取得できる制度です。

■ ■ ■ ■ ■ 学 部 ・ 修 士 5 年 一 貫 修 了 制 度
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■入試について

商学研究科修士課程の入試は一般入試

と、推薦入試（商学部生対象・他学部生対象）、

特別推薦入試に区分されています（表1）。

進学を希望される方は、入試要項で詳細

を確認の上出願してください。入試要項は、

商学研究科ウェブサイトよりダウンロードで

きます。

（http://www.waseda.jp/fcom/gsc/）　

■商学研究科修士課程について

商学研究科修士課程には、図1のとおり、

3コース、6専修があります。修士課程の在

学期間は通常2年間で、所定の単位を取得し、

所定の研究指導を受けた上で修士論文の審

査および最終試験に合格すると、修士学位

（修士（商学）/ Master of Arts in Commerce）

が授与されます。また、商学研究科では、

早稲田大学全体の留学プログラムとは別に、

商学研究科独自の協定を締結し、海外のト

ップクラスのビジネススクール等への留学を

支援しています。このプログラムを利用する

と、修了時期を遅らせることなく、「在学」の

扱いで留学することができます。

修了後は進学、就職等（表 3）に分かれま

すが、本研究科で得た知識を活かし、多く

の修了生が多岐にわたる分野で活躍してい

ます。

商学研究科入試案内

■早期修了制度（学部・修士 5年一貫修了制度）: 推薦入学者のみ対象
一定の条件をクリアした希望者は、【1年間の在学で修士学位が取得】できます。詳細につきましては特集ページをご覧ください。 

■先取り履修制度：早稲田大学商学部 4年生以上のみ対象
商学研究科修士課程の研究基礎科目群や専門科目群の一部科目を、商学部 4年生以上を対象に先取りで履修できる制度を設けています。取

得した単位については、修士課程に進学した後に修了要件算入単位として申請可能です。
■推薦入試出願サポート

推薦入試の出願には教員の推薦書が必要です。「ゼミに所属していない」「専門とする分野を変えたい」など、推薦書のことでお困りの方は、お
気軽に商学研究科事務所までご相談ください。
■推薦入学奨学金

推薦入試によって、商学部から進学する学生を対象とした給付型奨学金です。学部在学中に支給されます。
● 寺尾巖奨学金（支給額：年額 30万円／1名）　● 商学部寄附講座大学院進学奨学金（支給額：年額 20万円／25名）

商学部生の内部進学について

★表 1　入試制度
入試区分 対　　象

推薦 
（商学部生対象）

早稲田大学商学部に在学中で、商学研究科入学までに卒業が可能であり、出願時の商学
部における通算学業成績（GPA）が 2.50以上の者

特別推薦
（商学部卒業生対象）

早稲田大学商学部に 2010年度以降に入学し、出願時点で卒業後 5年以内かつ卒業時点の
通算学業成績（GPA）が 2.50以上である者。

一般 大学を卒業した者
外国において16年の学校教育を修了した者　など

入試区分 Web出願 紙媒体出願 一次選考
（専門科目）

二次選考
（口述試験）

最終
合格者発表

Ⅱ期

推薦

2021.7.1-7 2021.7.1-8
なし

2021.10.10 2021.10.14特別推薦

一般 2021.9.26

Ⅲ期

推薦

2021.11.11-17 2021.11.11-18
なし

2022.1.30 2022.2.3特別推薦

一般 2022.1.16

★表 2　入試日程（2022 年 4 月／ 9 月入学） 　

★図 1　研究指導（修士課程）

商学専攻

会計コース 産業・経済コース経営管理コース3コース
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済
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※入学時期ごとに募集する
　研究指導が異なります。

★表 3　就職状況
主な就職先

学術研究、
専門・技術サービス業

アビームコンサルティング株式会社、EY新日本有限責任監査法人、
PwCあらた有限責任監査法人

メーカー
シャープ株式会社、日清食品ホールディングス株式会社、株式会社アドバンテスト、
本田技研工業株式会社

金融・保険業 株式会社三菱UFJ銀行、三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社

その他 楽天株式会社、日本航空株式会社、日本駐車場開発株式会社

■ ■ ■ ■ ■ 進 学
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 大学院に進学したきっかけ

私が大学院進学を決めたのは就職をして
半年ほど経った頃です。

学部ではマーケティングのゼミに所属し、
民間企業と共同研究を行うなど実務と学術
の両側面からマーケティングを学んでいまし
た。学部生の頃は大学院進学という進路は
全く意識しておらず、周囲の友人と同じよう
に就職活動を行い、一度は就職をしました。

しかしながら、実務を重ねるうちに、業
務内で生じるマーケティング課題に対して、
学問の側面から探求したいと思うようにな
りました。それと同時に、自分が学部生時
代に楽しみながら勉強していたことや、早
稲田大学という学びの場が如何に整った環
境であったかを思い出し、早稲田大学の大
学院に進学を決意しました。

それに加えて、商学研究科に設置されて
いる特別推薦入試制度の存在も、大学院進
学の大きな後押しとなりました。

 特別推薦入試について

特別推薦入試制度とは、早稲田大学商学
部に2010年度以降に入学し、出願時点で卒
業後 5 年以内かつ卒業時点の通算学業成績

（GPA）が 2.50以上の者が利用することがで
きる推薦制度です。

商学部には５年一貫制度が設置されてい
ることは知っていましたが、一度学部を卒
業した後でも、再度大学院に推薦で入学で
きる制度があることは知りませんでした。
そのためすぐに特別推薦入試にチャレンジ
することを決めました。

働きながらの進学準備であったため、時
間面でも体力面でも大変なことが多かった
のは事実です。しかし特別推薦入試制度を
利用できたことで、仕事と進学準備の両立
の負担を軽減することができました。特別
推薦入試制度がなければ今回の大学院進学
は叶っていなかったかもしれません。

大学院進学を検討している方へ

文系大学院進学は卒業後の進路としては
マイノリティな選択かと思います。周りの友
人が就職活動をしている中で進学を選ぶこ

とに対しては、不安を感じる方も多いかも
しれません。私もその中の一人でした。

しかし、大学院では学部時代とは異なり
研究を中心に行うため、本当に自分が興味
のある内容を深く掘り下げて学ぶことがで
きます。そのため、学部時代には感じきれ
なかった学ぶことの楽しさを、より感じるこ
とができる環境であると思っています。

自分の将来の可能性を狭めないためにも
学部時代に一度、大学院進学を検討するこ
とは決して悪い選択ではありません。学部
生の間に大学院進学の選択をしなくても、
私のように就職をしてから大学院に進学す
ることも可能です。そのため学部生の方々
には自分の将来を広い視野で見ることをお
勧めしたいと考えています。

その中で少しでも「研究」や「学問」の世界
に興味を持った方は、ぜひ大学院への進学
を検討してみてください。

大学院商学研究科への進学

私の院生生活 2
（博士後期課程）

私の院生生活 1
（修士課程）

 大学院に進学したきっかけ

私が大学院への進学を決めたのは、学部
4年の時でした。元々学部卒業のタイミング
で就職しようと考えており、実際に数社から
内定をいただいていました。しかし、経営
学の中でも組織論を中心に学ぶゼミに所属
してグループ発表や論文執筆に取り組むうち
に、自分一人の力でもっと研究を突き詰めて
みたい自らの知識や技術をより深めていき
たいという気持ちが強くなっていきました。
進路を確定させるにあたって本当にやりたい
ことは何なのかを改めて考えた上で指導教
授に相談したところ、背中を押していただい
たこともあり大学院進学を決意しました。

 大学院での生活

私は大学院進学を決めた段階で博士後期
課程への進学も検討していました。一般的
に、修士課程は 2年で修了するスケジュール
です。しかし、「1年間で修士論文を書き上げ
る」商学部独自の学部・修士 5年一貫修了制

度を利用して自身への負荷を大きくした方が
より成長できると考え、上記制度を利用する
ことにしました。修士課程の1年は学部時代
以上の勉強量に加えコロナ禍の影響もあっ
て想像以上に忙しく、常に時間との戦いでし
た。自分の力不足で思い通りに研究が進ま
ず悔しい思いをすることもありましたが、必
死にくらいついていった経験を通して学部卒
業時に比べて大きく成長できたという自負が
あります。学部の卒業論文から一貫して指導
し続けてくださった指導教授の支えもあり、
1年で修士課程を修了することができました。

博士後期課程では必修の授業はなく、基
本的には個人で研究を進めていきます。自
分のペースで研究を進めることができる一
方で、計画的でなければ研究成果が出せず
生活リズムを自身で管理する必要がありま
す。そのため、研究とプライベートでメリハ
リをつけるよう意識して過ごしています。

 大学院進学を検討されている方へ

2020年はコロナ禍によってオンライン授業や
テレワークなどが推奨されるようになるなど、日
常生活が大きく変わっていきました。今後はより
デジタル技術が発展し、あらゆるデータや事例
を収集すること、それらから規則性や差異を見

出すことが可能になると考えられます。しかし、
その発見をいかに応用するかを考えることは
われわれ人間にしかできません。よって、私は
2020年以降の社会を担う人間にとって自らの頭
で考える力がますます重要になると考えています。

この力を鍛えるのにうってつけなのは大学院
という環境です。大学院生として最も重きを置
く研究活動は、既存研究の蓄積や現状から仮
説を組み立て検証することで新たな事実や法
則を発見することを目指します。そのためには、
自らの考え試行錯誤を繰り返す力が必要不可
欠です。つまり、大学院への進学は専門知識
をより深めるだけでなく思考力に磨きをかるこ
ともできるのです。学部卒業よりも社会に出る
のが遅れる分、変化し続ける社会で求められ
る力を武器にできるのは大きな魅力だと思い
ます。皆さんが大学院への進学を選択肢のひ
とつとして検討していただけたら幸いです。

■ 商学研究科
　 博士後期課1年

松井 希望

■ 商学研究科
　 修士課程1年

倉島 春香

32商学部報　No.178



■会計研究科について

　会計研究科は、会計、アクチュアリーのプロフェッショナル

を養成するための専門職大学院で、「会計専門コース」、「アクチ

ュアリー専門コース」と「高度専門コース」の3つのコースがあり

ます。会計専門コース、アクチュアリー専門コースは2年制で所

定の60単位を修得することで修了となります。高度専門コース

は1年制で所定の48単位を修得し、専門職学位論文を提出し、

合格した者が修了することとなります。いずれも「会計修士（専

門職）、Master of Business Administration」の学位が授与され

ます。

　デジタル化やグローバル化が進むビジネスの世界では、会計

やアクチュアリーといった、自らのコアを持つことにとどまらず、

「＋1(プラスワン)」の強みを持つことが付加価値を高めます（図

1）。当研究科の幅広い「文理融合」のカリキュラムのもとで、皆

さんの「会計＋1」や「アクチュアリー＋1」をみつけてください。

　「プラス1」とともに、大手コンサルティング企業・監査法人等

からの提携講座(2021年度11講座、図2参照)など、カリキュラム

を進化させ続けています。

　学部で学んだことをより高め、グローバルビジネスで戦う武

器を会計研究科で身につけてください。

　

■入試について

　会計研究科の入試は、それぞれのコースの一般入試に加え、

特色ある入試があります（表1）。商学部生の皆さんは、主に

全学部生を対象とした学内推薦入試、学内AO入試、学内5年

一貫修了制度入試、飛び級入試、一般入試が対象となります。

入試日程等は会計研究科入試要項をご参照ください（会計研

究科WebサイトでもPDFで参照できます）。また、個別相談会

を含む入試説明会を定期的に実施しており、入試説明会では

入試、カリキュラムについての他、模擬講義や在校生または

修了生講演を行うこともあります。個別相談会では教員、在

校生、修了生が皆さんからの質問を個別にお受けし、会計研

究科への進学を検討するにあたり様々な相談につきまして親

身に応じることを心掛けております。どうぞご利用ください。

日程は会計研究科Webサイトでご確認ください。

会計研究科入学案内

■学部・会計研究科 5年一貫修了制度：学内 5年一貫修了制度入試のみ対象
一定の条件をクリアした希望者については【1年間の在学で修士学位が得られる】ようになりました。

■先取り履修制度：商学部 3年生以上のみ対象
会計研究科の基礎科目など一部科目を、商学部 3年生以上を対象に先取りで履修できる制度を設けています。修得した単位については、会計研究科に進

学した後に修了要件算入単位として申請可能となります。
■入学前予約採用給付奨学金

会計研究科が指定する入試形態における合格者のうち、入試成績優秀等である方を対象とした給付型（返還の必要のない）奨学金です。奨学金の採用結
果は入試の合格発表と共に通知し、入学後に奨学金が支給されます。

商学部生の内部進学について

★図 1　付加価値を高める＋ 1（プラスワン）

★図 2　大手コンサルティング企業・監査法人等による提携講座

CFOの組織の未来像 

デロイト トーマツ  
コンサルティング合同会社

1

CRM実務 

デロイト トーマツ  
コンサルティング合同会社

5 事業承継対策 
実務入門

株式会社野村資産承継研究所

6

経理部門における
内部統制とガバナンス実務

ジャパン・ビジネス・ 
アシュアランス株式会社

3

グローバル企業への 
タックスコンサルティング

EY税理士法人

7

会計・監査の最新実務 

有限責任 あずさ監査法人

10

金融機関のガバナンス・ 
リスク管理・コンプライアンス

EY新日本有限責任監査法人

8

IPO実務 

太陽有限責任監査法人

11

グローバル会計入門 

PwCあらた有限責任監査法人

9

事業再生実務 

株式会社 KPMG FAS

2

GRCの理論と実践 

EYストラテジー・アンド・ 
コンサルティング株式会社

4

■ ■ ■ ■ ■ 進 学

★表 1　入試概要

一般入試
特色ある

入試
学内推薦

入試
学内AO

入試
学内5年一貫
修了制度入試

会計専門コース／
アクチュアリー
専門コース

筆記・
口述

英語力重視※

IT能力重視※

社会人
経験重視
飛び級

口述試験 口述試験 口述試験

高度専門コース 口述試験

※会計専門コースのみ

会  計 アクチュアリー

データサイエンスICT・
コンサルティング

税　務 Professional 
Communication
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私が会計研究科に進学したのは、当研究
科の「会計＋１」というコンセプトに非常に大
きな魅力を感じたからです。そもそも、私が
会計研究科の存在を知ったのも、公認会計
士試験の勉強以外の観点からでした。私は
商学部時代に公認会計士試験を目標に勉強
していたのですが、在学中に合格することが
できず、卒業後の進路に悩んでいました。そ
んな中、当時受講していた統計学の先生に、
確率統計の能力を活かしてアクチュアリーの
知識を学ぶことができる大学院として、この
会計研究科を紹介していただきました。私は
会計の分野以外にも、統計学や経済学とい
った数理的な分野に興味を持っていたので、
公認会計士試験とアクチュアリー試験を共に
目指すことができる当研究科にとても興味を
持ち、最終的には学内推薦を利用して進学
しました。

もちろん、公認会計士試験に合格すると
いうことだけを第一に考えるのであれば、進
学せず専門学校に通って、1年間公認会計士

試験の勉強だけに集中するという形でも問
題ないと思います。しかし、情報技術の進
歩によって会計数値の作成に以前ほどの労力
が必要なくなった現代において、会計の知識
だけで会計専門家としての地位を向上させて
いくのは非常に難しくなっていると思います。
会計以外にも自分だけの武器を身につける
ことで、真に必要とされる専門家として活躍
することができるのではないでしょうか。実
際に私が昨年度に監査法人への就職活動を
した際にも、監査法人内において会計以外
の面の人材開発が急速に進んでいて、まさに

「会計＋１」の人材が求められていると感じま
した。学生のうちに「会計＋１」のコンセプト
のもとで、アクチュアリーや税務、データサ
イエンスや外国語といった自分だけの武器を
身につけることができるというのは、会計研
究科に進学する大きなメリットだと思ってい
ます。

公認会計士試験の合格を目指す上でも、
会計研究科での学習はとても効果的でした。
昨年度は新型コロナウイルスの影響で、講
義科目はほぼ全てオンラインでの受講となっ
ていたのですが、対面でのコミュニケーショ
ンが取れない状況を改善するために先生方

が様々な形で質問する機会を用意してくださ
り、学生一人一人が先生方に質問する機会は
対面の講義よりもむしろ増えていたと感じま
す。また、講義の内容も公認会計士試験を
意識したものとなっており、その他のワーク
ショップ科目も試験に役立つものが多く用意
されています。さらに、会計研究科の講義
の最大の特長として、豊富なアサインメント
が用意されている点が挙げられます。基礎的
な問題から本試験を意識した応用的な問題
までアサインメントとして取り組むことがで
き、試験合格に必要な実力を着実につけて
いくことができます。実際、私は昨年度には
専門学校には行かずに会計研究科の講義と
自宅学習だけで公認会計士試験に合格する
ことができ、現在は当初の予定通りアクチュ
アリーの勉強をしています。

 会計研究科へ進学を決めた理由

会計研究科を知ったきっかけは、学内掲
示板で説明会の知らせを見たことです。私
は、商学部時代に会計トラックに所属して
いたこともあって、会計研究科への進学に
興味を持ちました。

その後参加した説明会で聞いた、幅広い
文理融合のカリキュラムのもとで、自分なり
の「会計＋１」を見つけていくというコンセプ
トに非常に魅力を感じました。会計科目だ
けではなく、税務、データサイエンス、英
語など様々な分野から自分の興味に合わせ
て学べる、恵まれた良い環境であると思い
ました。二年間、会計研究科で会計科目な
どを一生懸命に勉強して社会で活躍できる
人になりたいと思い、学内推薦による進学
を決めました。

 会計研究科での学び

現在、会計研究科ではオンデマンド授業
と対面授業を併用した形で授業が行われて
います。オンデマンドで行われる授業は、
自宅で受講することができ、自分のペース
で学習を進めていくことができます。ディス
カッションや発表が多いワークショップ科目
は、対面授業で行われています。あるテー
マについて受講生同士でグループを作って
話し合ったり、先生にご指導いただく中で、
そのテーマについてより理解を深めること
ができます。

また、コンサルティング企業や監査法人
等との提携講座も開講されており、実務の
お話を直接聞くことができます。私は、今
学期にコンサルティング企業との提携講座
を受講していますが、その企業のマネージ
ャーの方に、具体的にコンサルティング業
務について直接質問させていただける機会
がありました。このように一学生ではなか
なか得ることができない機会をいただけた
のも、会計研究科に通っているからこそで
あると思います。

 進学を検討している方へ

会計研究科では様々な授業が開講されて
いるため、学生一人一人の興味・関心に合わ
せた履修ができることが魅力であると考え
ます。カリキュラム以外にも、会計研究科で
は他大学からの進学者や社会人の方など、
様々なバックグラウンドを持った方と一緒に
勉強でき、見聞を広めることができると感じ
ています。また、朝から夜まで利用できる
院生専用の自習室や個人用ロッカーも使用
できるという勉強に集中できる環境も整って
います。

まだ入学して間もない私ですが、会計研
究科で充実した学生生活をスタートすること
ができ、非常に良かったと実感しています。
会計研究科に興味があるという方は、是非
説明会に参加して、先生方や先輩方に話を
聞いてみてほしいと考えます。

大学院会計研究科への進学

私の院生生活 2
（専門職学位課程）

私の院生生活 1
（専門職学位課程）

■会計研究科
　 会計専門コース 2年

上野 蒼太

■ 会計研究科
　 会計専門コース1年

浅香 真里乃
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■ 今号の表紙「會津八一記念博物館（2号館）」（旧図書館）
　1925（大正14）年に竣工し、設計者は内藤多仲・今井兼次・桐山均一。建設当初は、大学図書館として使用され、延坪1,195坪、大閲覧
室収容人員 500名、地上2階、地下1階、書庫地上は5階、地下1階でした。大正末期の図書館としては有数のものであり、大隈講堂・演
劇博物館と並んで、早稲田大学 のシンボルとなって今日に至っています。
　1934（昭和9）年に書庫、1955（昭和30）年には事務室などの部分が増築されましたが、1990（平成2）年に新中央図書館（安部球場跡地）
が完成した後は、その役割を譲り、現在では、大隈記念室、また1998（平成10）年からは會津八一記念博物館といった早稲田大学の歴史・
文化史資料を発信する場となっています。
　また、館内ホール正面には、1辺が5m40cm、11キロの世界最大級の手すき和紙（福井県今立町の越前和紙の名手、初代岩野平三郎作）
に近代日本画を代表する横山大観、下村観山のふたりの画伯が、無償で描いた大作「明暗」（1927（昭和2）年）が展示されています。
　1999年4月、大隈記念講堂とともに、「東京都歴史的建造物」に選定されました。（大隈記念講堂は2007年に重要文化財に指定された
ため選定を解除）
 （早稲田大学旧ホームページ「早稲田大学エピソード集」より転載）

2021年6月28日発行
※本誌記事を無断で転載等する事を禁じます。
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